
　　　　　　   写真：蓬原熊野神社の神舞【県指定文化財】
かごしま郷土芸能でも四人鬼神舞を披露しました
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★あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？

　書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

今月の「題字」
　小学校   ４年  晃

こ う き

企  さん
　　　　   ４年   裕

ゆ う し

史  さん

　今月の題字を書いてくれたのは、小
学校４年の晃企さんと裕史さんです。
　２人とも習字を習い始めたのは今年
からで、練習を毎週頑張っています。
　学校でも同じクラスで、大の仲良し
な２人は好きな教科も一緒で算数。ま
た、２年生から始めたサッカーも切磋
琢磨し、共に頑張っています。
　人を楽しませたいという思いから
ゲームをつくる仕事がしたいという晃
企さんと、薬剤師になって人のために
役立ちたいという裕史さん。５年生に
なったら勉強もスポーツも、特にサッ
カーでは６年生に負けないように頑張
りたいと話してくれました。

今月の読者プレゼント

NO.96

SHIBUSHI
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今月の読者プレゼントは、加世田観光農園

から「2,000 円分の商品券」を５人の方に

プレゼント！

詳しくは 29 ページをご覧ください！

一般会計の 決算
決算

平成 24 年度

SHIBUSH
I CITY

平成 24年度
特集

決算とは、市民の皆さんが納めた市税や国・県からの補助金などがいくら入ってきて、
市民の皆さんのためにどのように使われたかを整理した市の家計簿のようなものです。

平成 24 年度はどのようなことに使われたのかをお知らせします。

状況

平
成
24
年
度
決
算

　

平
成
24
年
度
の
決
算
は
、
歳
入
総
額

１
９
０
億
８
８
１
６
万
４
千
円
、
歳
出
総

額
１
８
６
億
２
１
６
０
万
７
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

差
引
額
が
４
億
６
６
５
５
万
７
千
円

と
な
り
、
平
成
25
年
度
へ
の
繰
越
分

１
９
８
３
万
１
千
円
を
差
し
引
い
た
実
質

収
支
は
、
４
億
４
６
７
２
万
６
千
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。　

歳
入
の
大
幅
な
減
少

　

前
年
度
と
比
べ
て
約
40
億
円
と
大
幅
に

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
平
成
23
年
度
で
終
了
し
た
情

報
通
信
基
盤
整
備
事
業
や
志
布
志
消
防
署

建
設
完
了
に
伴
い
、
国
か
ら
の
補
助
金
や

借
入
金
に
よ
る
収
入
が
な
く
な
っ
た
こ
と

が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
依
存
財
源
は
前
年
度
と
比
べ
る
る
と
、

36
億
９
７
８
２
万
８
千
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

　

自
主
財
源
で
は
市
税
が
前
年
度
と
比
べ

て
８
０
８
６
万
５
千
円
減
少
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
24
年
度
に
行
わ
れ
た
固
定

資
産
の
評
価
替
え
に
伴
う
、
家
屋
の
再
建

築
費
評
点
補
正
率
の
見
直
し
に
よ
る
固
定

資
産
税
の
減
収
が
主
な
要
因
で
す
。

　

ま
た
、
税
外
（
市
税
以
外
）
収
入
で
は

財
産
収
入
等
で
若
干
の
増
加
は
あ
り
ま
し

た
が
繰
入
金
等
の
減
額
で
、
前
年
度
と
比

べ
て
１
億
５
４
７
９
万
８
千
円
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

歳入（収入） 歳出（支出）

議会費：２億 1,866 万５千円（1.2％）

総務費：22 億 4,898 万７千円（12.1％）

民生費：64 億 8,366 万９千円（34.8％）

衛生費：12 億 2,347 万５千円（6.6％）

農林水産業費：14 億 7,721 万８千円（7.9％）

商工費：５億 7,296 万８千円（3.1％）

土木費：15 億 1,690 万７千円（8.1％）

消防費：５億 7,913 万９千円（3.1％）

教育費：16 億 456 万７千円（8.6％）

災害復旧費：１億 1,410 万２千円（0.6％）

公債費：25 億 8,191 万円（13.9％）

市税：32 億 5,364 万３千円（17.0％）

税外収入：19 億 638 万３千円（10.0％）

※自主財源（市が自主的に収入しうる財源）　依存財源（国や県の意志により定められた収入財源）

※ 

自
主
財
源

地方消費税交付金など：６億 3,044 万８千円（3.2％）

地方交付税：76 億 3,107 万８千円（40.0％）

国庫支出金：22 億 2,244 万８千円（11.6％）

市債：17 億 5,180 万円（9.2％）

県支出金：16 億 9,236 万４千円（9.0％）

※ 

依
存
財
源

歳入決算：190 億  8,816 万 ４千円

歳出決算：186 億  2,160 万 ７千円
（前年度比：－ 39 億 3,349 万１千円）

（前年度比：－ 38 億 8,209 万８千円）

歳入歳出決算差引額
４億 6,655 万７千円

平成 25 年度への繰越分
1,983 万 1 千円

（H24 年度内に完了しなかった事業の経費）

平成 24 年度の黒字額
４億 4,672 万６千円＝－
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歳
出
の
大
幅
な
減
少

　

前
年
度
と
比
べ
て
約
39
億
円
と
大
幅
に

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
費
目
で
減
少
し
て
お

り
、
特
に
総
務
費
で
は
、
情
報
通
信
基

盤
整
備
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、

34
億
６
４
１
８
万
５
千
円
減
少
し
、
消
防

費
で
は
志
布
志
消
防
署
建
設
が
完
了
し
た

こ
と
か
ら
、
４
億
２
６
５
９
万
７
千
円
減

少
し
ま
し
た
。

　

民
生
費
に
つ
い
て
の
み
前
年
度
よ
り

３
億
８
９
６
４
万
９
千
円
増
加
し
て
お
り
、

西
光
、
蓬
原
保
育
園
改
修
整
備
事
業
な
ど

が
そ
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　

健
全
な
財
政
運
営

　

本
市
の
財
政
状
況
と
し
て
、
借
入
金
は

前
年
度
と
比
べ
て
４
億
８
２
１
３
万
５
千

円
の
減
に
な
っ
た
も
の
の
、
平
成
26
年
度

か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
は
公
債
費
償
還
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
た
め
、
今
後
も
公
債
費

の
増
額
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
普
通
交
付
税
の
算
定
は
、

合
併
特
例
が
適
用
さ
れ
て
お
り
約
13
億
円

の
配
分
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
特
例
は

平
成
27
年
度
ま
で
適
用
さ
れ
、
そ
の
後
は

徐
々
に
減
額
さ
れ
て
平
成
32
年
度
で
な
く

な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ

て
今
後
も
、
国
・
県
の
動
向
等
を
注
視
し
、

財
源
確
保
に
最
大
限
の
努
力
を
払
う
と
と

も
に
、「
行
政
経
営
」
感
覚
を
念
頭
に
事

業
内
容
の
見
直
し
に
よ
る
経
費
節
減
や
真

に
必
要
な
事
業
の
選
択
に
よ
り
健
全
な
財

政
運
営
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

市
の
借
入
金
と
積
立
金

　

市
の
借
入
金
（
市
債
）
の
推
移
を
見
て

み
ま
す
と
、
平
成
20
年
度
か
ら
徐
々
に
増

加
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
平
成
24
年
度
に

つ
い
て
は
、
４
億
８
２
１
３
万
５
千
円
減

少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
先
に
歳
入
歳
出
の

減
少
理
由
と
し
て
挙
げ
た
、
大
型
事
業
の

終
了
が
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
積
立
金
（
基
金
）
に
つ
い
て
は
、

平
成
21
年
度
か
ら
、
計
画
的
に
積
み
立
て

を
行
っ
て
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
決
算

　

特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
場
合
に
特
定
の
収
入
を
特
定
の
支

出
に
あ
て
、
一
般
会
計
と
は
別
に
明
瞭

な
収
支
管
理
を
行
う
事
で
す
。
平
成

24
年
度
の
特
別
会
計
決
算
額
は
、
歳

入
93
億
２
７
７
９
万
８
千
円
、
歳
出

88
億
７
０
２
６
万
８
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
詳
細
は
上
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
公
営
企
業
会
計
（
水
道
事
業
）
決
算

　

公
営
企
業
会
計
と
は
、「
地
方
公
営
企

業
法
」
に
基
づ
き
地
方
公
共
団
体
が
実
施

す
る
事
業
の
う
ち
経
営
要
素
が
高
い
事
業

（
水
道
事
業
・
電
気
事
業
・
交
通
事
業
・

ガ
ス
事
業
な
ど
）
は
独
立
か
つ
民
間
的
経

営
手
法
で
の
会
計
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
決
算
額
に
つ
い
て
は
上
記

の
表
の
と
お
り
で
す
。

※�

平
成
25
年
度
上
半
期
の
執
行
状
況
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆�平成 24 年度は、どのようにお金を使ったのでしょうか。
　ここでは、目的別に前年度と比較しながら紹介します。

総 務 費 決算額：22 億 4,898 万 7 千円 　Ｈ 23 年度との比較：34 億 6,418 万 5 千円の減
　主な事業：地域情報通信基盤設備活用事業、集落街灯設置事業、住宅リフォーム助成事業 など

民 生 費 決算額：64 億 8,366 万 9 千円 　Ｈ 23 年度との比較：3 億 8,964 万 9 千円の増
　主な事業：�放課後児童健全育成事業、障害者自立支援総合対策事業、生活保護扶助費、
　　　　　　子ども医療費助成事業など

衛 生 費 決算額：12 億 2,347 万 5 千円 　Ｈ 23 年度との比較：3,971 万円の減
　主な事業：太陽光発電システム設置事業、インフルエンザワクチン接種事業、
　　　　　　元気はつらつ志民健康づくりなど

農林水産業費 決算額：14 億 7,721 万 8 千円 　Ｈ 23 年度との比較：2,253 万 1 千円の減
　主な事業：活動火山周辺地域防災営農対策事業、畜産生産基盤施設整備事業、
　　　　　　県営畑地帯総合整備事業など

商 工 費 決算額：5億 7,296 万 8 千円 　Ｈ 23 年度との比較：1 億 5,575 万 6 千円の減
　主な事業：プレミアム商品券発行事業、さんふらわあ志布志航路利用促進事業、新若浜地区国際
　　　　　　コンテナターミナル利用促進事業、志布志の魅力大キャンペーン事業　など

土 木 費 決算額： 15 億 1,690 万 7 千円 　Ｈ 23 年度との比較：2 億 1,873 万 2 千円の減
　主な事業：新設道路改良事業、橋梁長寿化事業、公営住宅整備事業、公園整備事業　など

消 防 費 決算額：5億 7,913 万 9 千円 　Ｈ 23 年度との比較：4 億 2,659 万 7 千円の減

　主な事業：防災行政無線同報系デジタル化整備事業、大隅曽於地区消防組合負担金、消防防災施設整備事業など

教 育 費 決算額：16 億 456 万 7 千円 　Ｈ 23 年度との比較：1 億 4,027 万 7 千円の減
　主な事業：埋蔵文化財センター整備事業、小中学校耐震化・施設改修事業、生涯学習推進事業など

公 債 費 決算額：25 億 8,191 万円 　Ｈ 23 年度との比較：　　―

　市の借入金（市債）の平成 24 年度末の現在高は 240 億 5,666 万 7 千円となりました。

議 会 費 決算額：2億 1,866 万 5 千円 　Ｈ 23 年度との比較：2,814 万円２千円の減
　主な事業：議員報酬、手当 など

◆平成 24年度の市債、財産状況、特別会計及び水道事業会計の
　決算状況は、以下のとおりです。

区　分 借入残高 構 成 比
総務債 698,251 2.9 ％
民生債 118,333 0.5 ％
衛生債 588,613 2.5 ％

農林水産業債 3,634,726 15.1 ％
商工債 108,590 0.5 ％
土木債 8,979,911 37.3 ％
消防債 691,155 2.9 ％
教育債 2,267,644 9.4 ％

災害復旧債 161,604 0.7 ％
その他 6,807,840 28.3 ％

合　　計 24,056,667 100 ％

【市の借入金（市債）の状況】　　　　    （単位：千円） 【市の借入金（市債）の推移】　　　　　　　　    （単位：千円）

23,265,537

23,833,755

24,211,521

24,538,802

24,056,667

H20 H21 H22 H23 H24

区　分 借入残高 構 成 比
財政調整基金 698,251 2.9 ％

減債基金 118,333 0.5 ％
その他の基金 4,487,368 18.7 ％

合　計 5,303,952 22.0 ％

【市の積立金（基金）の状況】　　　　    （単位：千円）

区　分 歳入（収入） 歳出（支出） 差引残額
国民健康保険 4,774,630 4,474,678 299,952

後期高齢者医療 352,713 350,778 1,935
介護保険 3,761,249 3,615,036 146,213

下水道管理 323,850 316,618 7,232
公共下水道事業 2,838 2,528 310

国民宿舎 112,518 110,630 1,888
合　計 9,327,798 8,870,268 457,530

【特別会計決算額】　　　　　　　   　    （単位：千円）

【市の積立金（基金）の推移】　　　　　　　　    （単位：千円）

4,193,689

3,628,254

4,056,341

4,973,514

5,303,952

H20 H21 H22 H23 H24

区　分 歳入（収入） 歳出（支出） 差引残額
営業収支 546,798 495,197 51,601

営業外収支 3,616 35,547 － 31,931
附帯事業収支 3,158 70 3,088

その他 0 0 0
小　計 553,572 530,814 22,758

補助金・工事費 43,687 524,416 － 480,729
工事負担金・公債費 127,324 85,273 42,051
固定資産売却益・予備費 0 0 0

小　計 171,011 609,689 － 438,678
合　　計 724,583 1,140,503 － 415,920

【公営企業会計（水道事業）決算額】　　　　  　　   （単位：千円）

収 

益 

的

資 

本 

的

区　分 数量及び現在高
土　地 12,135,359.98㎡　
建　物 216,040.60㎡　
山　林 186,944.87㎡　

有価証券 255,460 千円　
出資による権利 372,653 千円　

債　権 804,785 千円　
物　品 車両等 198 台　

【市有財産の現在高】　　　　　　　   　 
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志
布
志
市
の

財
政
は
健
全
で
す
。

～ 

健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す 

～

地
方
公
共
団
体
は
、
毎
年
度
の
決
算
に
基
づ
い
て
「
健
全
化
判
断
比
率
」
お
よ
び
「
公
営
企
業
に
お
け
る
資
金
不
足
比
率
」

を
算
定
し
、
監
査
委
員
の
審
査
を
受
け
た
う
え
で
議
会
に
報
告
し
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
24
年
度
の
志
布
志
市
の
「
健
全
化
判
断
比
率
」
及
び
「
資
金
不
足
比
率
」
の
算
定
結
果
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

本庁 財務課 財政係 
℡：474 - 1111（内線 246・247）問

「健全化判断比率」とは
　地方公共団体の財政状況が健全であるかを判断するために決算から算定される
４つの指標を「健全化判断比率」と呼びます。
　この４つの指標には財政状況の危険度を計る基準（早期健全化基準・財政再生
基準）が定められており、この基準値を超えた場合は財政の立て直しに取り組む
ことになっています。

４つの指標
①実質赤字比率
　�一般会計のみの赤字の有無を指標化し、財政運営の悪化の度合いを示すものです。こ

の比率が高いほど、財政運営が深刻な状況となります。志布志市では実質赤字は発生
していません。

②連結実質赤字比率
　�市のすべての会計を連結して赤字の有無を指標化し、収支が健全かどうかを示すもの

です。志布志市では連結実質赤字は発生していません。

③実質公債費比率
　�その年度の歳出に占める公債費（借金）や公債費に準ずるものの割合を指標化し、資

金繰りの程度を示すものです。

④将来負担比率
　�一般会計における公債費（借金）や損失補償を行っている第三セクター等に係るものを

含め、市が将来的に支払っていく可能性のある実質的な負債額の割合を示すものです。

「資金不足比率」とは
　公営企業の資金不足（赤字）を料金収入と比較して指標化し、経営状況の悪化
の度合いを示すものです。これは一般会計における実質赤字に相当するものです。
　志布志市では、水道事業会計、下水道管理特別会計、公共下水道事業特別会計、
国民宿舎特別会計のすべての公営企業会計において、資金不足は発生していま
せん。

 平成 24 年度の状況

　志布志市の平成 24 年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率は、早
期健全化基準及び経営健全化基準をすべて下回っています。
　実質公債費比率については、地方債の元利償還金が 105,036 千円の増となっ
たことなどから、平成 24 年度の単年度比率が増加しました。
　将来負担比率については、平成 24 年度末の一般会計の地方債現在高が
482,135 千円の減となったことなどから、平成 24 年度の単年度比率が減少しま
した。
　早期健全化基準及び経営健全化基準を下回っているものの、志布志市の財政
状況が厳しいことに変わりはありません。これからも行財政改革を推進し、健
全な財政運営を図っていく必要があります。

→ →

健全段階 早期健全化段階 財政再生段階

指標を整備し、情報開示を徹
底する。

●指標の整備
　→�監査委員の審査を受け
　　議会に報告し、公表

自主的な改善努力による財政健
全化。

●財政健全化計画の策定
　（議会の議決）
●実施状況を議会に報告し、公表
●外部監査の実施

国等の関与による確実な再生。
●財政再生計画の策定（議会の議決）
●実施状況を議会に報告し、公表
●地方債（借金）の制限
●外部監査の実施
●�財政運営が計画に適合しないと認めら

れる場合等においては、予算の変更等
を勧告

一般会計等

志布志市においては一般会計のみ

公営事業会計

①国民健康保険特別会計

②介護保険特別会計

③後期高齢者医療特別会計

公営企業会計

①水道事業会計

②下水道管理特別会計

③公共下水道事業特別会計

④国民宿舎特別会計

一部事務組合・広域連合

①大隅曽於地区消防組合

②曽於南部厚生事務組合

③曽於北部衛生処理組合

④鹿児島県市町村総合事務組合

⑤鹿児島県後期高齢者医療広域連合

⑥曽於地区介護保険組合

⑦�曽於地域公設地方卸売市場管理組合

地方公社・第三セクター等（注）

①志布志市土地開発公社

②曽於東部土地改良区

③曽於南部土地改良区

平成 24 年度　志布志市 - - 9.5 77.5 -

早期健全化基準（イエローカード）
※資金不足比率については、経営健全化基準 13.1 18.1 25.0 350.0 20.0

財政再生基準（レッドカード） 20.00 30.0 35.0

平成 23 年度　志布志市 - - 9.3 81.4 -

※参考資料（総務省公表速報値）
県内 19 市の平均値 - - 11.0 52.0 -

県内市町村の平均値 - - 11.4 51.3 -

全国市町村の平均値 - - 9.2 60.0 -

（注）：第三セクター等については、出資比率に関わらず志布志市が第三セクター等の債務に損失補償を付している団体を掲載しています。

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

資
金
不
足
比
率
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スポーツをとおして交流を図りました

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
秋
を
堪
能

　

10
月
27
日
、
第
10
回
志
布
志
市
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
及
び
第
7
回
障
害
者
文

化
活
動
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
と

お
し
て
、
障
が
い
者
や
そ
の
家
族
の
交
流

を
図
り
、
ま
た
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
多
く
の
参
加
者
が

あ
り
、
楽
し
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
志
布
志
運
動
公
園
体
育
館
で

行
わ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
キ
ッ
ク

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
を
行
い
、
白
熱
し
た
攻
防

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
文
化
活

動
発
表
会
で
は
、
太
鼓
や
踊
り
、
歌
な
ど
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
が
存
分
に
発
表
さ
れ
、

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

安
全
運
転
を
心
掛
け
て
！

　

11
月
７
日
、
安
楽
小
学
校
の
６
年
生
が

小
学
校
の
近
く
を
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
し
て
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
安
楽
校
区
在
住
の
徳
元

秋
子
さ
ん
が
作
っ
た
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
る
人
形
を
、
同
校
６
年
生
の
手
紙
な
ど

と
共
に
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
、
飲
酒
運

転
の
防
止
や
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る
も

の
で
、
今
年
で
10
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

警
察
官
が
車
両
を
停
止
さ
せ
、
児
童
が

安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
る
と
、
運
転
し
て

い
た
方
々
は
小
学
生
か
ら
人
形
と
手
紙
を

受
け
取
り
、
笑
顔
で
安
全
運
転
を
約
束
し

て
い
ま
し
た
。

　

ハ
ン
ド
ル
を
握
ら
れ
る
方
は
、
今
後
も

安
全
運
転
に
努
め
て
く
だ
さ
い
！

交通事故が起こらないまちを目指して活動！

まちの

話 題 しぶし TOPICS

今
年
は
「
鱧は

も

」
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　

11
月
24
日
、
第
４
回
商
店
街
グ
ル
メ
№

１
決
定
戦
「
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
‐
１
グ
ル
メ
グ
ラ

ン
プ
リ
」
の
地
方
大
会
が
鹿
屋
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
志
布
志
市
か
ら
は
「
天
然
鱧
入

り
志
布
志
湾
三
昧
丼
」
を
出
品
。
丼
を
食

べ
て
い
た
だ
い
た
会
場
の
皆
様
か
ら
は

「
鱧
が
柔
ら
か
く
て
美
味
し
い
」
と
高
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
グ
ル
メ
が
全
て
出
揃
う
本

大
会
が
、
来
年
２
月
22
日
と
23
日
に
か
ご

し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

鹿
児
島
県
の
グ
ル
メ
№
１
が
決
定
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
本
大
会
の
会
場
で
、
志
布
志
湾
の

恵
み
が
詰
ま
っ
た
「
天
然
鱧
入
り
志
布
志

湾
三
昧
丼
」
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。
皆
様

の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

多くの人に志布志湾の特産品を味わっていただきました

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
清
掃
活
動

　

11
月
２
日
と
６
日
、
志
布
志
市
ふ
る
さ

と
協
議
会
が
、
市
内
の
道
路
と
河
川
敷
の

草
払
い
や
、
ご
み
拾
い
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
に
分

か
れ
て
行
い
ま
し
た
。

　

有
明
支
部
が
菱
田
川
、
志
布
志
支
部
が

前
川
及
び
志
布
志
城
跡
を
作
業
し
、
松
山

支
部
が
尾
野
見
川
及
び
や
っ
ち
く
秋
の
陣

ま
つ
り
会
場
周
辺
の
道
路
の
伐
採
を
行
い

ま
し
た
。
総
勢
１
５
０
名
に
よ
る
作
業
に

よ
り
、
大
変
景
観
が
良
く
な
り
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
年
に
数
回
行
う
な
ど
の
地
域
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
災
害

時
の
復
旧
対
応
等
、
地
域
に
大
変
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

ボランティアでまちをきれいに！

来
場
者
5
万
人
！

今
年
は
一
夜
城
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

例
年
同
様
、盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
９
日
と
10
日
、「
大
隅
の
國
や
っ

ち
く
松
山
藩
第
25
回
秋
の
陣
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
一
夜
城
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
、
な
ん
と
そ
の
大
き
さ
は
高
さ
22
・
２

メ
ー
ト
ル
、
幅
23
・
６
メ
ー
ト
ル
と
一
夜

城
と
し
て
は
日
本
一
。
本
物
の
お
城
と
見

間
違
う
ほ
ど
迫
力
あ
る
大
き
さ
で
し
た
。

　

9
日
に
行
わ
れ
た
前
夜
祭
で
は
、
本
祭

の
成
功
に
弾
み
を
つ
け
る
べ
く
、
舞
台
で

は
多
く
の
出
演
者
が
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
子
ど
も
広
場
に
も
多
く
の
親
子
連
れ

な
ど
が
訪
れ
、
手
作
り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

迎
え
た
翌
朝
は
あ
い
に
く
の
天
気
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
足
元
が
悪
い

に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
人
が
開
門
を
待

つ
列
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
が
始
ま
る
と
例
年
大
好
評
の
野

菜
の
大
盤
振
る
舞
い
に
は
長
蛇
の
列
が
で

き
、
舞
台
発
表
や
イ
ベ
ン
ト
で
会
場
は
大

い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
晴
れ
間
も
見
え
る
よ
う
に
な

り
、
雨
で
中
断
さ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
も

再
開
。
ま
つ
り
は
大
盛
会
の
う
ち
に
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。
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大
隅
の
國 

や
っ
ち
く
松
山
藩

第
25
回
秋
の
陣
ま
つ
り 

開
催
！
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今日の地域農業の礎を築かれました

旭
日
単
光
章
を
受
章

　

11
月
20
日
、
永
年
に
わ
た
り
農
業
委
員

と
し
て
農
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
、
岩

田
瑞
穗
氏
の
旭
日
単
光
章
の
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

岩
田
さ
ん
は
昭
和
59
年
７
月
に
志
布
志

町
農
業
委
員
に
就
任
以
来
、
平
成
24
年
３

月
ま
で
の
永
き
に
渡
り
在
職
。
通
算
４
期

12
年
５
月
の
間
、
農
業
委
員
会
会
長
に
就

き
、
委
員
会
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
農
業
会
議
常
任
会
議

員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
、
多
岐
に
わ
た
る

法
令
業
務
に
つ
い
て
の
知
事
諮
問
等
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
る
な
ど
、
県
内
の
農
業
者

が
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
農

業
と
、
活
力
あ
ふ
れ
る
心
豊
か
な
農
村
社

会
の
実
現
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

親
子
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

11
月
17
日
、
志
布
志
消
防
署
で
親
子
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
親
子
連
れ
な
ど
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
消
防
署
を
知
っ
て
も
ら

い
、
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
２
回
目
の
開

催
に
な
り
ま
す
。

　

伊
﨑
田
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
楽
器
演

奏
で
幕
を
開
け
た
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、
様
々
な
場
面
で
の
救
出
を
想
定
し
た

訓
練
が
披
露
さ
れ
、
迫
力
あ
る
隊
員
の
動

き
に
観
客
は
目
を
奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
ロ
ー
プ
渡
過
体
験
や
は
し
ご
車

体
験
搭
乗
、
放
水
体
験
な
ど
、
消
防
署
な

ら
で
は
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
た

会
場
は
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

普段は出来ない体験に、子どもたちも大喜び！

まちの

話 題 しぶし TOPICS

市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
寄
付
金

　

８
月
22
日
、
志
布
志
市
の
ふ
じ
や
ま
学

校
が
開
催
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
受

講
さ
れ
た
、
原
田
美
穂
子
さ
ん
（
静
岡
県

在
住
）
か
ら
、
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
原
田
さ
ん
が
志
布
志
市
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
展
示
室
を
見
学
さ
れ

た
際
、
志
布
志
市
の
文
化
財
に
感
激
さ
れ

「
志
布
志
市
の
文
化
財
保
護
に
役
立
て
て

欲
し
い
」
と
寄
附
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
原
田
さ
ん
の
お

志
を
、
市
内
の
主
要
な
遺
跡
の
位
置
を
示

し
た
パ
ネ
ル
の
設
置
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
展
示
室
の
展
示
内
容
が
よ
り
充
実

し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
原
田
さ
ん
の

志
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

展示室に設置されたパネル

金
婚
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

11
月
７
日
、
志
布
志
湾
大
黒
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
で
平
成
25
年
度
金
婚
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す

る
同
式
に
は
55
組
の
出
席
者
が
あ
り
、
結

婚
さ
れ
て
か
ら
50
年
の
節
目
を
盛
大
に
祝

い
ま
し
た
。

　

同
式
で
は
、
記
念
品
の
贈
呈
や
祝
儀
舞

の
ほ
か
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
の
紹
介
や

有
明
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
お
ゆ
う
ぎ
な

ど
、
数
多
く
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
終
始

和
や
か
な
ム
ー
ド
で
行
わ
れ
、
結
婚
当
時

の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

同
式
は
、
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
大
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

これからもご夫婦で仲睦まじくお過ごしください

千代鳳関が優勝を決めた瞬間は大いに盛り上がりました！

千
代
鳳
関
と
千
代
丸
関
が
大
活
躍
！

　

11
月
に
行
わ
れ
た
大
相
撲
九
州
場
所
で
、

志
布
志
市
出
身
の
千
代
鳳
関
が
見
事
に
十

両
優
勝
を
果
た
し
、
ま
た
、
兄
の
千
代
丸

関
も
11
勝
4
敗
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績

を
残
し
ま
し
た
。

　

千
代
鳳
関
が
12
勝
2
敗
、
千
代
丸
関
が

11
勝
3
敗
と
い
う
好
成
績
で
迎
え
た
千
秋

楽
。
千
代
鳳
関
の
結
果
次
第
で
は
、
史
上

初
と
な
る
兄
弟
で
の
十
両
優
勝
決
定
戦
の

可
能
性
も
あ
り
ま
し
た
が
、
千
秋
楽
の
取

組
で
千
代
鳳
関
が
見
事
に
勝
利
を
収
め
、

優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

　

サ
ン
ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア
ピ
ア
に
設
置
さ

れ
た
大
型
画
面
前
に
は
、
2
人
を
応
援
し

よ
う
と
多
く
の
人
が
集
ま
り
声
援
を
送
り

ま
し
た
。
来
場
所
で
の
活
躍
も
大
い
に
期

待
し
ま
す
。　

まちの

話 題しぶし TOPICS

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
で
入
賞
！

　

10
月
10
日
、
鹿
児
島
県
内
の
市
町
村
が

ふ
る
さ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
制
作

し
た
Ｃ
Ｍ
を
披
露
す
る
「
第
12
回
Ｋ
Ｋ
Ｂ

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
が
開
催
さ
れ
、
志

布
志
市
の
作
品
が
「
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経
済

連
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
作
品
は
、
市
内
在
住
の
瀬
戸
口

裕
史
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
制
作
。
野
井

倉
地
区
の
開
田
に
尽
力
さ
れ
た
野
井
倉
甚

兵
衛
氏
の
姿
と
、
そ
の
功
績
に
よ
り
豊
か

な
食
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
、
30
秒
の
Ｃ
Ｍ

で
表
現
し
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｍ
を
制
作
し
た
瀬
戸
口
さ
ん
は
「
来

年
は
グ
ラ
ン
プ
リ
を
目
指
し
た
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
後
日
テ
レ
ビ

で
放
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

昨年に続いての出品で、志布志をアピールしました

種目名 氏名 学校 記録

5 年男子 100m 走
将 香月小

15″4
慎之佑 志布志小

5 年女子 100m 走 咲希 通山小 15″7
5 年男子走り幅跳び 慎之佑 志布志小 3m64cm

5 年女子走り幅跳び
凜花 尾野見小

3m9cm
愛紗子 蓬原小

5 年男子走り高跳び 翔生 野神小 1m20cm
5 年女子走り高跳び 舞貴 泰野小 1m10cm
5 年男子 400m リレー 志布志小学校 1′03″1
5 年女子 400m リレー 志布志小学校 1′04″6
5 年男子 800m 走 陸 野神小 2′44″1
5 年女子 800m 走 志乃 蓬原小 3′2″1
5 年男子ソフトボール投げ 力斗 通山小 49m80cm
5 年女子ソフトボール投げ 愛 通山小 40m78cm
6 年男子 100m 走 凌輔 香月小 14″1
6 年女子 100m 走 鼓未 田之浦小 15″3
6 年男子走り幅跳び 凌輔 香月小 4m22cm
6 年女子走り幅跳び 遥香 志布志小 4m02cm
6 年男子走り高跳び 巧暉 尾野見小 1m34cm
6 年女子走り高跳び くるみ 香月小 1m15cm
6 年男子 400m リレー 香月小学校 58"8
6 年女子 400m リレー 志布志小学校 1'01"9
6 年男子 800m 走 充啓 有明小 2′46″6
6 年女子 800m 走 奈那 香月小 2′49″1
6 年男子ソフトボール投げ 健大 安楽小 58m90cm
6 年女子ソフトボール投げ 栞乃 野神小 41m12cm
6 年男子 60m ハードル走 亘 通山小 10″7
6 年女子 60m ハードル走 遥香 志布志小 10″6
5・6 年男女混合 400 ｍリレー 山重小学校 1′05″8

　10 月 17 日、市陸上競技場で第８回志布志市小学校陸
上記録会が開催され、市内 16 の小学校から集まった児
童が、日頃の練習の成果を発揮しました。

（右記に１位の記録を紹介します。■は新記録です。）

第８回志布志市小学校陸上記録会が開催されました
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音
楽
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

11
月
13
日
、
市
文
化
会
館
で
「
第
７
回

志
布
志
市
小
・
中
学
校
音
楽
発
表
会
」
が

開
催
さ
れ
、
市
内
の
16
校
の
小
学
校
と
７

校
の
中
学
校
全
て
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ

合
唱
や
合
奏
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
、
午
後
の
部
に
分
か
れ
て
開

催
さ
れ
た
同
発
表
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
の
児
童
・
生
徒
が
こ
れ
ま
で
の
練
習

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
美
し
い
音
色

や
歌
声
を
館
内
に
響
か
せ
ま
し
た
。
そ
の

美
し
い
音
楽
に
、
訪
れ
た
保
護
者
や
、
参

加
し
た
児
童
・
生
徒
た
ち
は
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

各
学
校
の
発
表
が
終
わ
っ
た
あ
と
は

「
世
界
が
一
つ
に
な
る
ま
で
」
を
全
体
で

合
唱
し
、
元
気
な
歌
声
と
共
に
発
表
会
は

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。　

美しい音楽が響き渡りました

第
８
回
市
社
会
福
祉
大
会

　

11
月
23
日
、
市
文
化
会
館
で
「
第
8
回

志
布
志
市
社
会
福
祉
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

約
４
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

田
之
浦
山
宮
神
社
神
楽
保
存
会
の
「
子

ど
も
神
楽
」
で
幕
を
開
け
、
福
祉
の
功
績

が
顕
著
で
あ
っ
た
人
や
、
福
祉
作
文
・
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
へ
の
表
彰
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
後
の
作
文
朗
読
で
は
、
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
３
作
品
の
朗
読
が
行
わ
れ
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
作
文
を
読
む
声
に
、
来

場
者
も
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
元
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
道
志
真
弓
氏
が
、
8
歳
で
亡
く

な
っ
た
娘
さ
ん
と
の
日
々
を
と
お
し
て
感

じ
た
、
命
の
重
さ
や
感
謝
の
心
、
生
き
る

こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 地域で育まれる福祉の心が表彰されました

平和を願い、祈りを捧げました

厳
か
に
戦
没
者
追
悼
式

　

11
月
20
日
、
市
文
化
会
館
で
志
布
志
市

戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

遺
族
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
約
３
０
０

人
が
参
列
し
、
現
在
の
日
本
の
平
和
の
た

め
に
尊
い
命
を
戦
争
で
失
っ
た
英
霊
の
安

ら
か
な
眠
り
を
祈
る
と
と
も
に
、
恒
久
平

和
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
遺
児
を
代
表
し
て
河
原
橋
和

典
氏
が
「
後
継
者
と
し
て
の
私
た
ち
は
、

二
十
一
世
紀
に
あ
た
り
恒
久
平
和
の
発
信

を
続
け
て
い
く
決
意
を
新
た
に
し
、
そ
し

て
英
霊
の
顕
彰
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
」
と
追
悼
の
こ
と
ば
を
捧
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
霧
島
市
国
分
駐
屯
地
の
陸
上

自
衛
隊
第
12
普
通
科
連
隊
音
楽
部
に
よ
る

演
奏
会
も
行
わ
れ
、
式
は
厳
か
に
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

宮
西
達
也
さ
ん
の
お
は
な
し
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

　

11
月
４
日
、「
お
と
う
さ
ん
は
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
」
で
お
な
じ
み
の
人
気
絵
本
作
家
、

宮
西
達
也
さ
ん
に
よ
る
、
夢
と
感
動
を
広

げ
る「
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
巡
回
公
演
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
公
演
は
、
志
布
志
市
、
曽
於
市
、

都
城
市
、
三
股
町
の
３
市
１
町
の
提
携
に

よ
る
都
城
広
域
定
住
自
立
圏
構
想
協
議
会

の
提
供
事
業
で
、
市
文
化
会
館
ホ
ー
ル
に

は
約
２
５
０
人
の
親
子
連
れ
な
ど
が
詰
め

か
け
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、
宮
西
さ
ん
の

絵
本
の
世
界
に
「
元
気
と
笑
い
と
感
動
を

も
ら
い
、
心
が
癒
さ
れ
ま
し
た
」
な
ど
の

声
が
き
か
れ
ま
し
た
。

楽しい時間を過ごすことが出来ました！

まちの

話 題 しぶし TOPICS

まちの

話 題しぶし TOPICS

市
異
業
種
懇
話
会
を
開
催

　

11
月
15
日
、
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ
リ
で
市

異
業
種
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
企
業

関
係
者
を
は
じ
め
と
す
る
約
60
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
話
会
は
、
市
内
の
企
業
・
高
等

学
校
・
行
政
等
が
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、

市
内
企
業
の
経
営
振
興
や
企
業
誘
致
、
雇

用
・
就
業
機
会
の
創
出
に
繋
げ
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
山

藤
鹿
屋
支
店
長
が
基
調
講
演
を
行
い
、
行

政
等
か
ら
の
事
例
紹
介
や
情
報
提
供
が
あ

り
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
有
益
な
情
報
が

聴
け
て
参
考
に
な
っ
た
」「
色
々
な
業
種

の
方
と
情
報
交
換
が
で
き
た
」
と
感
想
を

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

基調講演では有意義な話を聴くことが出来ました

史
跡
名
勝
巡
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

11
月
17
日
、
志
布
志
の
市
街
地
周
辺
を

散
策
し
な
が
ら
文
化
財
を
見
学
す
る
志
布

志
史
跡
名
勝
巡
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
慈
寺
で
の
座
禅
体
験
や
、
名
勝
志
布

志
麓
庭
園
を
巡
り
、
商
家
や
武
家
屋
敷
地

区
を
見
学
。
昼
食
は
紅
葉
が
美
し
い
宝
満

寺
で
お
弁
当
を
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
日
頃
よ
り
志
布
志
の
観
光
案

内
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
「
志
布
志
観
光
ガ

イ
ド
」
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
全
19
か
所
の
行
程
で
、
５
Km
程
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
鳥
の
さ
え
ず
り
と
湧
水
の
流
れ
る
音

の
な
か
、
志
布
志
の
歴
史
に
触
れ
た
秋
の

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

志布志の歴史に感動しました

陽
はる

ちゃん 凛
り ん た

太ちゃん心
と あ

聖ちゃん 優
ゆ う と

斗ちゃん 安
あ ず み

海ちゃん 陽
ひ な た

向ちゃん

和
わ こ

子ちゃん 友
ゆ う あ

愛ちゃん文
あ や ね

音ちゃん 大
た い が

珂ちゃん 正
まさわか

若ちゃん 愛
あ い り

莉ちゃん

※ �11 月に行った５歳児歯科健診で、むし歯も処置歯もなかった

　 子どもたちです。

13　市報しぶし■ 2013.12
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最
優
秀
賞

  

創
り
だ
そ
う　

明
る
い
選
挙
で　

輝
く
志
布
志

中
学
校
３
年　

花
怜　

優
秀
賞

　

一
票
で　

大
き
く
か
わ
る　

こ
の
社
会

中
学
校
１
年　

さ
く
ら　

　

届
け
よ
う　

未
来
へ
続
く　

そ
の
一
票

中
学
校
２
年　

綾
音　

入
選

　

志
布
志
市
の　

未
来
を
決
め
る　

そ
の
一
票

小
学
校
６
年　

菜
々
美　

　

志
布
志
市
の　

明
る
い
未
来
は　

私
の
一
票

小
学
校
５
年　

夢
叶　

　

そ
の
一
票　

未
来
が
変
わ
る　

第
一
歩

小
学
校
６
年　

綾
香　

　

志
布
志
市
の　

明
る
い
未
来　

築
こ
う
よ

小
学
校
６
年　

一
菜　

　

一
票
が　

志
布
志
の
未
来
を　

動
か
す
力

中
学
校
２
年　

愛
華　

　

僕
た
ち
が　

え
が
い
た
未
来
に　

一
票
を

中
学
校
３
年　

直
輝　

　

大
切
な　

あ
な
た
の
一
票　

忘
れ
ず
に

中
学
校
２
年　

稀
里
加　

平
成
26
年
２
月
２
日（
日
）は
、

志
布
志
市
長
選
挙
及
び

志
布
志
市
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
日
で
す
。

政治家の寄附は禁止。有権者が求めることも禁止。
政治家が選挙区内の人に、お金や物を贈ることは、法律で禁止されています。

違反すると処罰されます。また、有権者が寄附を求めることも禁止されています。

市
内
の
小
学
校
５
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒
の

み
な
さ
ん
か
ら
「
明
る
い
選
挙
啓
発
」
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

７
３
７
点
も
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
入
選
作
品
を
決
定
し

ま
し
た
。
入
選
作
品
及
び
受
賞
者
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
明
る
い
選
挙
啓
発
」
標
語
の
入
賞
作
品
を
決
定
し
ま
し
た

今
回
、
最
優
秀
賞
に
選
定
さ
れ
た
標
語
は
、
志
布
志
市
明
る
い
選
挙
推
進
運

動
の
各
種
啓
発
活
動
や
行
事
等
で
、
幅
広
く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
主
催
者
：
志
布
志
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
事
務
局
：�

志
布
志
市
選
挙
管
理
委
員
会
内　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
布
志
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
事
務
局
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「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」と
は
、『
力

（
パ
ワ
ー
）
を
つ
け
る
こ
と
』
を
意

味
す
る
言
葉
で
す
。
女
性
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
は
、
女
性
が
自
分
自
身

の
生
活
と
人
生
を
決
定
す
る
権
利
と

能
力
を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル

の
意
思
決
定
過
程
に
参
画
し
、
社
会

的
・
経
済
的
・
政
治
的
な
状
況
を
変

え
る
力
を
持
つ
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

女
性
は
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
権

力
等
か
ら
排
除
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
自
分
の
た
め
に
、
自

分
の
内
か
ら
発
し
、
自
分
を
支
え
る

力
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
女
性
が
力

を
つ
け
、
意
思
決
定
の
場
で
そ
の
力

を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い

世
界
の
構
築
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
『
私
』
が
「
私
」
を
つ
く
る

　

自
ら
の
生
き
方
・
働
き
方
を
主
体

的
に
選
択
で
き
る
よ
う
、
男
女
共
同

参
画
の
基
本
的
な
考
え
方
、
く
ら
し

に
関
わ
る
法
制
度
、
新
し
い
働
き
方

な
ど
を
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

◆
第
１
回
：
２
月
６
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

●
ゆ
た
か
な
「
私
」
ラ
イ
フ

　

�

～
『
私
』
と
社
会
、『
私
』
と
他

者
を
ゆ
た
か
に
結
ぶ
た
め
に
知
っ

て
お
き
た
い
こ
と
～

　

講
師
：
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー

　
　

髙
﨑
恵
さ
ん

◆
第
２
回
：
２
月
13
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

●�

『
私
』
が
「
私
」
を
生
き
る
た
め

に
知
っ
て
お
き
た
い
法
律
と
制
度

　

講
師
：
特
定
社
会
保
険
労
務
士

三
輪
全
子
さ
ん

◆
第
３
回
：
２
月
21
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

●�

知
っ
て
欲
し
い
！
仕
事
だ
け
が

キ
ャ
リ
ア
じ
ゃ
な
い
！

　

講
師
：
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

森
園
仁
美
さ
ん

◆
第
４
回
：
３
月
１
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時（
公
開
講
演
会
）

●�

私
た
ち
で
つ
く
り
だ
す
新
し
い
価
値 

　

�

ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

�

講
師
：
神
奈
川
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ

レ
ク
テ
ィ
ブ
連
合
会
専
務
理
事

　

河
村
尚
子
さ
ん

◆�

対
象
：
原
則
全
４
回
参
加
出
来
る
、

20
代
～
30
代
の
子
育
て
中
の
女
性

限
定
30
人
（
先
着
順
）

◆�

会
場
：
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン

タ
ー
東
棟
４
階
大
研
修
室
第
３

◆�

参
加
料
：
無
料
【
希
望
者
は
託
児

あ
り
（
要
予
約
）】

■�

申
込
先
：
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

℡
：
０
９
９
‐
２
２
１
‐
６
６
０
３

17　市報しぶし■ 2013.12

男
ひ と

女がともに認め合い、いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会の
実現を

目指して
Gender Equality

本庁 企画政策課 男女共同参画推進室　℡：474-1111（内線 250・255）問

◆女性支援相談室（13：00 ～ 17：00）
　12 月 18 日（水）　農村環境改善センター

  １月 15 日（水）　新橋地区公民館

◆専用フリーダイヤル：

 0120-7
な や む

86-0
おごじょ

54
（月～金 8：30 ～ 17：00）

　ＤＶ、デートＤＶで悩んでいませんか？

　相談無料、秘密は守ります。

「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
と
い
う

  

言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

★「もう一度出るなら今で笑（ショー）」

ファッションショーを開催しました！

　10 月 27 日、志布志市女性支援推進会議の主催で、

市内在住の 70 歳以上の女性を対象としたファッショ

ンショーを行いました。

　お気に入りの衣装（ドレス、着物、スーツ等）を身

に付けて、変身した姿

を披露しました。メイ

クや着付、写真撮影を

プロが行い、ボラン

ティアの高校生がア

シスタントとなって、

会場は終始、笑顔であふれていました。

　モデルとして参加した皆さんは「専門のメイクをし

てもらい嬉しい」「着ることのなかったドレス、大満

足です」「元気になった。また明日から頑張ります」

などと、目を輝かせながら話をされていました。

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
セ

 

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

Ecology
Communication

エコ通信

本庁 市民環境課 環境政策室 ℡：474 - 1111（内線 131 ～ 136）
松山支所 市民課 ℡：487 - 2111（内線 224）志布志支所 市民税務課 ℡：472 - 1111（内線 224・225）問

年末年始のごみ回収について

　

市
で
は
、
埋
立
ご
み
量
を
減
ら
す

た
め
に
、
ご
み
を
27
品
目
に
分
別
し
、

ご
み
の
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
日
頃
よ
り

ご
み
分
別
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
出
さ
れ
た

資
源
ご
み
の
一
部
は
、
分
別
が
適
正

に
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
、
そ

の
処
理
に
大
変
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
多
い
間
違
い
は
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
に
混
入
し
た
カ
ッ
プ

め
ん
の
紙
容
器
と
紙
フ
タ
」
で
す
。

　

毎
月
、
写
真
の
よ
う
な
間
違
い
ご

み
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。
カ
ッ

プ
め
ん
の
紙
容
器
と
紙
フ
タ
は
、
資

源
ご
み
の
「
そ
の
他
紙
製
容
器
」
で

出
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
分
別
の
徹
底
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
分
別
の
徹
底
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

今冬における節電へのご協力のお願い
　今冬の電力需給については、安定供給に必要な予
備力を何とか確保できる見通しです。しかし需要の
急増や発電所のトラブルにより、より厳しい需給状
況になる可能性も考えられます。このため市民の皆
様の生活・健康や生産・経済活動に支障のない範囲
で、可能な限り節電にご協力いただきますようお願
いします。

【節電にご協力いただきたい期間及び時間帯】
●期間：平成 25 年 12 月 2 日～平成 26 年３月 31 日

　　　　（年末年始 12 月 30 日 ～ 1 月３日を除く）
●時間帯：８時 ～ 21 時

 九州電力 検 索
www.kyuden.co.jp

当社ホームページでは「電気
予報」のほか「節電の事例と
効果」もご覧いただけます。

←

★男女共同参画ＤＶ講座を開催します

◆期日：平成 26 年１月 25 日（土）

●受付：午後１時 30 分　●講演会：午後２時 ～ 午後４時

◆場所：志布志市文化会館（２階集会室）　◆参加料：無料

◆講師：社会福祉士／久留米市男女平等推進センター

　　　　相談コーディネーター　石本  宗子  さん

◆演題：「安心・安全のまちづくりに向けて、ＤＶ対策を考える」

　※託児所あります。

年末年始の一般ごみ・生ごみ・資源ごみのステーション回収は、年内は 12 月
30 日（月）までの指定日、年明けは 1 月 3 日（金）からの指定日となります。※下表参照

回収する地区 一般ごみ 生ごみ 資源ごみ 回収する地区 一般ごみ 生ごみ 資源ごみ

 伊﨑田校区
 有明校区
 通山校区

12/25（水） 12/30（月）  田之浦地区、四浦地区
 森山地区、潤ヶ野地区
 八野地区、東区（坂之上）
 安楽区（一丁田・上之浜以外）

12/30（月） 12/30（月）

1/8（水） 1/3（金） 1/6（月） 1/3（金）

 蓬原校区
 原田校区
 野神校区
 山重校区

12/26（木） 12/28（土）
 志布志区、帖五区（馬見ヶ塚・
 横尾上・西内之倉・東横尾下・
 西横尾下）、香月区（大浜東・
 大浜西・上小西・下小西・興和・
 上昭和・昭和台）

12/24（火） 12/28（土）

1/7（火） 1/4（土）

1/9（木） 1/4（土）

 香月区（上記以外）
 安楽区（一丁田・上之浜）

12/25（水） 12/30（月）

 松山地区

12/27（金） 12/30（月） 1/8（水） 1/3（金）

 帖五区（上記以外）
 東区（上之浜以外）
 夏井・陣岳区

12/26（木） 12/28（土）

1/3（金） 1/3（金） 1/9（木） 1/4（土）

有
明
町

松
山
町

志
布
志
町

年
末

年
始

年
末

年
末

年
末

年
末

年
末

年
末

年
始

年
始

年
始

年
始

年
始

年
始

通
常
ど
お
り

通
常
ど
お
り

通
常
ど
お
り

※清掃センターへの一般ごみ・粗大ごみの直接搬入は、年内は 12 月 28 日（土）まで、年明けは 1 月 4 日（土）からです。

2013.12 ■市報しぶし　16



2013.12 ■市報しぶし　1819　市報しぶし■ 2013.12

志布志市が取り組む「ブランドづくり」をご紹介します！

こころざし
ブランド通信

Shibushi Brands News 

本庁 企画政策課 ブランド推進室   ℡：474-1111（内線 254）問

【
こ
こ
ろ
ざ
し
コ
ラ
ム　

第
６
回
】

　

今
年
の
９
月
７
日
（
日
本
時
間
８
日
） 

、

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
に

よ
り
２
０
２
０
年
の
夏
季
五
輪
の
開
催
都
市

を
東
京
と
す
る
こ
と
が
全
世
界
に
正
式
に
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
決
め
手
と
な
っ
た
の

が
、
日
本
独
自
の
「
お
も
て
な
し
」
を
前
面

に
ア
ピ
ー
ル
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
私
ど
も
は
皆
様
を
、
私
た
ち
で
し
か
で
き

な
い
お
迎
え
方
を
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
を
日

本
語
で
は
た
っ
た
一
言
で
表
現
で
き
ま
す
。

 『
お
も
て
な
し
』

そ
れ
は
訪
れ
る
人
を
心
か
ら
慈
し
み
お
迎
え

す
る
と
い
う
深
い
意
味
が
あ
り
ま
す
。
先
祖

代
々
受
け
継
が
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
…
」
と

は
じ
ま
る
ス
ピ
ー
チ
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
の
心
を

動
か
し
た
聴
衆
の
「
情
感
」
に
訴
え
る
素
晴

ら
し
い
演
出
、
今
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
成
功
事
例
と
し
て
語
り
草
と
な
る
ほ
ど
広

く
知
ら
れ
て
い
る
内
容
で
す
が
、一
方
で「
現

代
の
日
本
の
状
況
と
乖か

い
り離
し
て
い
る
」、「
繰

り
返
し
強
調
さ
れ
て
い
る
『
安
心
・
安
全
』

は
幻
想
だ
」
な
ど
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

そ
の
も
の
の
評
価
と
は
別
に
、
発
表
中
に
見

ら
れ
る
古
き
良
き
日
本
の
行
動
様
式
が
失
わ

れ
て
い
る
現
代
の
日
本
の
実
情
に
対
し
て
厳

し
い
意
見
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
『
お
も
て
な
し
』
の
本
質
は
、
他
者
を
自

ら
と
同
じ
よ
う
に
思
え
る
心
に
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
感
性
は
、
人
間
に

限
ら
ず
、
鉱
物
・
植
物
・
動
物
あ
ら
ゆ
る
存

在
森
羅
万
象
に
生
命
が
宿
っ
て
い
る
と
捉
え

て
い
た
日
本
古
来
の
価
値
観
に
深
く
組
み
込

ま
れ
て
い
る
も
の
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

本
誌
８
月
号
に
掲
載
し
た
「
地
球
『
志
』

民
運
動
の
ひ
な
形
志
布
志
」
で
は
、
私
た
ち

が
東
日
本
大
震
災
を
経
て
拠
点
を
東
京
か
ら

志
布
志
へ
移
し
た
経
緯
、
今
な
お
県
外
国
外

へ
も
、
こ
こ
大
隅
半
島
志
布
志
を
生
活
の
軸

足
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
し
て
い

る
思
い
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

志
布
志
と
い
う
ま
ち
の
持
つ
底
力
、
資
源

リ
サ
イ
ク
ル
日
本
一
運
動
や
ゾ
ー
ン
30
亀
ん

子
ロ
ー
ド
の
名
前
の
由
来
で
あ
る
ウ
ミ
ガ
メ

保
護
運
動
も
、
土
台
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

や
は
り
、
世
代
や
人
間
、
動
物
、
自
然
の
垣

根
を
超
え
て
他
の
存
在
に
思
い
を
馳
せ
る 

『
お
も
て
な
し
』
の
心
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

道
端
で
す
れ
違
え
ば
自
然
と
声
を
掛
け
合

う
日
常
、
古
き
良
き
生
活
習
慣
が
脈
々
と
受

け
継
が
れ
る
大
隅
半
島
志
布
志
は
全
世
界

が
「
安
心
・
安
全
・
あ
た
た
か
い
ま
ち
」
へ

の
未
来
の
希
望
を
見
た
『
お
も
て
な
し
の
国 

日
本
』
の
ひ
な
形
と
な
る
べ
き
ま
ち
だ
と
あ

ら
た
め
て
感
じ
ま
す
。 

本
物
の
『
お
も
て
な
し
』
の
ま
ち 

志
布
志

通山地区にゾーン３０が出現！～ 高齢者や子どもたちを事故から守る ～

ブランド推進物語④

　一般的に、自動車の走行速度が時速 30km を超える
と、時速 30km 以下と比較したとき、車が止まるまで
に必要な時間と距離がたいへん長くなります。そのた
め、歩行者等との接触事故の発生率が格段に高くなり、
接触事故にあった歩行者の危険度も高くなることが知
られています。
　ヨーロッパなどではそのような接触事故が起こる恐
れがあるエリアをゾーン 30 と設定し、時速 30km の
速度制限を行い、高齢者や子どもたちを事故から守っ
ています。
　日本においても、これまでも小学校や商店街、居住
区などでは場所の特性を考慮し、行政ごとに独自の速
度制限を行ってきました。そしてさらに海外の成功事
例を見習い、警察庁ではゾーン 30 を全国約 3,000 箇

所について、整備す
ることを目標としま
した。
　志布志市初となる
ゾ ー ン 30 は、 地 域
住民の方々の強い要

望に基づき、道路管理
者である市が警察と協
議し、学校や地域の医
療機関の理解を得なが
ら、海亀が産卵する海
岸で知られる通山地区

に設置され、実現に至りました。
　11 月 20 日、旧南部消防署跡地近くで行われたゾー
ン 30 の運用開始式では、30 キロ制限を表す標識の除
幕が行われ、標識の中に描かれたオリジナルデザイン
の「亀」が初お目見え。同式には、今回オリジナルデ
ザインを提供してくださった山本航

か ず き

暉氏もサプライズ
ゲストとして会場まで駆けつけてくださり、さらに通
山小学校へ「亀」の原画をプレゼントされる特典付き

に、児童も感激した様
子でした。最後は、通
山小学校児童代表によ
る交通安全宣言がなさ
れ、関係者一同で無事
故を願いました。

「亀」のニックネーム（愛称）を募集します

こころざし経営　よろず相談室発！
なんと全国少年誌を代表する売れっ子
漫画家が直筆デザイン！

ゾーン 30 の標識に使われているオリジナルデザインの「亀」のニックネーム（愛
称）を募集します。この「亀」のデザインについては、週刊少年マガジン（講談社）
の「ゴッドハンド輝」「タカラの膳」で有名な山本航暉氏が直筆でデザインし、無
償で提供してくださったものです。（デジタルデザイン：安福充晴）

◆募集内容：オリジナルデザインの「亀」のニックネーム
◆募集期間：平成 25 年 11 月 21 日～ 12 月 27 日まで
◆応募できる方：志布志市を好きでいてくださる方ならどなたでも
◆�応募方法：応募用紙に、ニックネームのほか、お名前、ご住所、電話番号等を記載の上、

Ｅメール、郵送（12 月 27 日消印有効）、直接持参のいずれかの方法によりご応募ください。
◆Ｅメール送付先：brand@city.shibushi.lg.jp

■問い合わせ先：志布志市役所 企画政策課 ブランド推進室　℡：474-1111（内線 254）

コラムニスト
ふじやま学校

代表取締役

坂本貴弘

神 奈 川 県 出 身。『 ふ じ

やま学校』の代表取締

役。志布志市ブランド

推進アドバイザーとし

てブランドづくりに携

わる。東京大学卒業。

経営者・事業者の皆様、朗報です！
「こころざし経営よろず相談室」を開設しています。事業運営上の様々な課題に向けて、各エキスパートが

専門分野をもとに分析、問題点を特定して具体的な解決策をご提案させていただきます。

詳しくは市の HP まで →
右の QR コードからアクセス！

春まきの夏そばを作付けしてくださる個人の方を大募集！

　志布志市役所ブランド推進室では、来年の春に作付けする春まき型のそば「春
のいぶき」を作付けしてくださる個人の方を募集します。
　募集面積は約５ヘクタール、募集期間は、12 月 27 日までです。
　そばの種子代、刈り取り代については、市が負担する予定です。ただし、梅

雨前の限定された期間に収穫することか
ら、大型機械での収穫が困難な場所、収穫
作業に時間を要する場所等は、対象から外
れる場合があります。また収穫されたそば
は、原則、全量買い取らせていただきます。買取単価は、玄そば１kg あたり
300 円の予定です。
　詳細につきましては、下記までお問い合わせください！

■問い合わせ先：
　志布志市役所 企画政策課 ブランド推進室　℡：474-1111（内線 254）
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短
歌
（
は
な
さ
い
短
歌
会
）

黒
潮
の
光
と
風
と
雨
を
追
い
無
季
の
世
界
に
昇
る
太
陽	

南　
　

史
郎

秋
風
に
ほ
の
か
に
匂
う
木
犀
の
小
さ
き
花
に
愛
し
さ
お
ぼ
ゆ	

牧　
　

愛
子

野
も
山
も
紅
も
ゆ
る
里
の
秋
夕
陽
の
彼
方
鷹
柱
ゆ
く	

内
山　

幸
夫

燃
え
る
も
の
燃
や
し
尽
く
し
て
悔
い
の
な
い
セ
ピ
ア
色
し
た
サ
ル
ビ
ア
の
花	

江
口
さ
く
ら

柿
の
実
の
熟
れ
る
を
待
ち
て
ヒ
ヨ
ド
リ
が
群
な
し
来
た
り
騒
が
し
き
声	

渡
辺
ク
ミ
子

ブ
ダ
ペ
ス
ト
水
の
蒼
さ
が
分
か
つ
街
ド
ナ
ウ
の
真
珠
が
輝
く
夕
べ	

篠
田　

紀
子

一
大
事 

無
事
成
し
遂
げ
し
や
す
ら
ぎ
に
芙
蓉
の
花
皺
ね
む
く
て
眠
る	

日
高　

禎
子

鶴
富
姫
大
八
郎
の
悲
恋
も
の
聞
き
つ
つ
偲
ぶ
椎
葉
の
昔	

江
蔵　

成
子

桜
島
噴
火
の
止
ま
ず
湾
越
え
て
灰
降
り
つ
づ
く
生
活
は
乱	

満
園　

正
夫

会
場
に
歓
声
み
な
ぎ
る
文
化
祭
老
若
男
女
舞
台
も
あ
で
や
か	

東
郷
ミ
イ
子

短
歌
（
南
船
志
布
志
短
歌
会
）

人
間
の
見
あ
ぐ
る
高
さ
に
生
ま
し
た
る
猿
の
腰
掛
あ
る
じ
待
ち
ゐ
つ	

竹
永　

南
海

貴
方
に
も
逢
え
ず
燐
寸
一
本
擦
っ
て
初
秋
刀
魚
酢
を
少
し
垂
ら
せ
ば
お
ど
り
出
し	

暉
峻　

康
瑞

台
風
の
近
づ
く
海
を
二
歳
児
は
「
海
が
飛
ん
で
る
」
と
瞳
き
ら
き
ら	

池
ノ
上
一
枝

悪
い
仔
と
大
き
な
声
に
叱
る
声
小
型
犬
ら
の
声
ぴ
た
と
止
み	

児
玉　

末
子

墨
を
磨
り
心
鎮
め
て
写
経
す
る
月
日
と
氏
名
生
き
の
証
し
を	

林　
　

靜
子

百
年
の
轍
さ
な
が
ら
歩
ま
れ
し
南
海
先
生
の
歳
晩
う
る
は
し	

平
川　

澄
子

川
幅
に
張
ら
れ
し
綱
に
鯉
の
ぼ
り
数
多
泳
ぎ
て
新
緑
に
映
ゆ	

益
倉　

睦
美

捨
て
が
た
き
夫
の
日
記
を
燃
や
す
と
き
白
き
け
ぶ
り
は
双
の
目
に
沁
む	

松
下　

芙
美

国
を
あ
げ
勝
ち
喜
び
し
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
七
年
先
の
歓
声
見
た
し	

宮
原　

順
子

野
の
径
に
落
ち
し
い
が
栗
手
に
余
り
秋
の
名
残
の
コ
ト
コ
ト
た
ぎ
る	

山
田　

和
子

病
め
る
息
子
の
誕
生
日
に
親
ご
こ
ろ
三
人
の
孫
の
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
ツ
ユ
ー
よ	

山
元
ハ
ツ
ミ

さ
ら
さ
ら
と
し
ぐ
れ
る
如
く
く
ず
の
花
の
葉
裏
返
し
て
風
渡
り
ゆ
く	

若
松
田
鶴
子

Japanese poem of 31 syllables *Hai
ku po

em * Comic Haiku *2013.12

川
柳
（
志
布
志
川
柳
会
）

も
う
そ
ん
な 

時
計
見
つ
め
る 

立
ち
話	
江
藤　

房
子

農
作
業 

昼
飯
だ
よ
と 

腹
時
計	

高
田　

秀
雄

携
帯
の 

文
字
デ
ジ
タ
ル
で 

時
を
知
る	

上
田　

和
市

目
覚
ま
し
の 

時
計
抱
き
込
む 

床
の
中	

上
東
マ
キ
エ

明
日
な
き
身 

五
輪
の
祝
い 

遠
く
聞
く	

末
永　

一
雄

風
雨
の 

質
変
え
て
き
た 

温
暖
化	

高
田　

昭
秋

腹
い
せ
に 

雑
草
踏
ん
で 

ね
じ
り
切
り	

福
山　

吉
連

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

風
に
逆
ら
い 

右
左	

赤
池　

忠
重

お
祓
い
に 

我
が
も
つ
い
で
に 

神
頼
み	

内
山　

幸
夫
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文芸コーナーでは市民の皆様のオリジナルの未発表の写真や絵画、イラスト等を紹介します。多くの皆様の投稿をお待ちしています。

【写真：日本一の大きさ！幻の一夜城】
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ストップ！
滞納

Tax Information

本庁  税務課　℡：474-1111　滞納整理係（内線 152・153）
　　　　　　　　　　　　　    収納管理係（内線 147・148）問

志布志市の滞納処分の状況や税金に関することをご紹介します。

平成25年度 滞納処分等実施状況について

　生活状況により一度に納税することが困難な方や失業・
病気等により収入がない方につきましては、本庁・各支所
の税務窓口で随時納税相談を実施しています。

　特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公
平を保ち、大切な市税を確保するため、財産（給与、預金、不
動産など）を差し押さえることになります（法律では、「督促
状を発した日から起算して 10 日を経過した日までに完納しな
いとき」は、「財産を差し押さえなければならない」と定めら
れています）。

◆差押えを実施した人数： 160 人（平成 25 年 4 月～ 11 月末現在）

【差押えの内容】

 ●給与　　15 人
 ●預貯金　84 人
 ●不動産　26 人
 ●動産　　  8 人
 ●債権　　27 人

今
月
の
納
税

納
付
期
限
：

口
座
振
替
日
：

12
月
25
日
（
水
）

12
月
25
日
（
水
）

口
座
振
替
を
さ
れ
る
方
は
、

口
座
振
替
日
の
前
日
ま
で

に
残
高
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
税（
８
期
）

●
介
護
保
険
料
（
８
期
）

●�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
８
期
）

●
市
県
民
税
（
４
期
）

※�

納
税
証
明
等
の

交
付
に
つ
い
て

　

金
融
機
関
等
で
納
付
し

て
か
ら
市
役
所
で
納
付
確

認
が
で
き
る
ま
で
、
約
１

週
間
程
度
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
納
付
後
、
早

急
に
納
税
証
明
等
が
必
要

な
場
合
は
領
収
書
等
を
ご

持
参
の
う
え
交
付
請
求
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

健康についての様々な相談にいつでも応じています。
お気軽にお問い合わせください。

Health Up
for

  mile
保健師・栄養士メモ

本庁 保健課　℡：474-1111（内線 164）
松山支所 市民課   ℡：487-2111（内線 273）　志布志支所 福祉課   ℡：472-1111（内線 206）問

　

寒
く
な
る
と
体
調
を
崩
す
こ
と
っ

て
あ
り
ま
せ
ん
か
。
気
温
が
ぐ
っ
と

下
が
る
こ
の
季
節
、
体
力
だ
け
で
は

な
く
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
も
低
下

す
る
方
が
多
い
そ
う
で
す
。

　

今
回
は
寒
い
冬
を
元
気
に
過
ご
す

健
康
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ
か

ご
紹
介
し
ま
す
。

◆�

風
邪
な
ど
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル

ス
は
、
低
温
で
乾
燥
し
た
場
所
を

好
み
ま
す
。
例
え
ば
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
、
湿
度
50
％

の
環
境
で
は
約

10
時
間
で
ほ
ぼ

全
滅
し
ま
す
が
、

湿
度
35
％
以
下

だ
と
１
日
た
っ

て
も
生
存
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
室
温
は
20
℃
前
後
、
湿

度
は
50
％
～
60
％
以
上
に
保
つ
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
加
湿
器
を

使
っ
た
り
洗
濯
物
を
室
内
で
干
す

な
ど
の
工
夫
を
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

◆�

冬
の
寒
さ
は
、
血
管
を
収
縮
さ
せ

て
血
圧
を
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
寒

さ
だ
け
で
な
く
温
度
差
も
血
管
に

大
き
な
負
担
を
か
け
ま
す
。
温
度

差
が
大
き
い
と
血
管
の
拡
張
と
収

縮
が
急
激
に
行
わ
れ
る
た
め
、
血

圧
が
大
き
く
変
動
し
、
心
臓
や
脳

血
管
に
悪
影
響
を
起
こ
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
暖
か
い
と
こ
ろ
か

ら
寒
い
と
こ
ろ
に
移
動
す
る
時
は

深
呼
吸
を
し
て
血
管
へ
の
負
担
を

軽
減
し
、
衣
服
を
調
整
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆�

衣
服
は
軽
く
ふ
っ
く
ら
と
し
て
い

て
、
空
気
を
た
め
込
む
タ
イ
プ
の

も
の
を
お
勧
め
し
ま
す
。
空
気
の

層
に
よ
っ
て
、
体
温
と
外
気
が
遮

断
さ
れ
て
保
温
効
果
が
高
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
厚
手
の
も
の
１
枚

よ
り
、
薄
手
の
も
の
を
重
ね
着
す

る
方
が
保
温
に
効
果
的
で
す
。
首

や
袖
、
足
元
な
ど
衣
服
の
開
口
部

を
し
っ
か
り
ふ
さ
ぐ
と
、
体
の
熱

が
逃
げ
に
く
く
な
り
、
保
温
効

果
が
高
ま
り
ま
す
。
マ
フ
ラ
ー

や
手
袋
・
靴

下
・
レ
ッ
グ

ウ
ォ
ー
マ
ー

な
ど
を
上
手

に
使
っ
て
は

　

い
か
が
で　

　

し
ょ
う
か
。

◆�

寒
く
な
る
と
特
に
血
液
の
循
環
が

悪
く
な
り
、
手

足
や
腰
な
ど
が

冷
え
や
す
く
な

る
の
で
、
ゆ
っ

く
り
お
風
呂
に

つ
か
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

38
℃
～
40
℃
ぐ
ら
い
の
ぬ
る
め
の

お
湯
に
10
～
15
分
ゆ
っ
く
り
つ
か

る
と
、
全
身
が
温
ま
っ
て
血
液
の

循
環
が
良
く
な
り
疲
労
回
復
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
た
だ
し
、
冬
は

入
浴
中
の
事
故
が
他
の
季
節
に
比

べ
て
３
倍
高
い
と
い
う
報
告
が
あ

り
ま
す
。
血
圧
が
高
い
時
や
降
圧

剤
の
内
服
直
後
、
食
事
や
運
動
の

直
後
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

脱
衣
室
や
浴
室
を
暖
か
く
し
て
お

く
こ
と
、
入
浴
後
は
水
分
補
給
を

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

◆�

運
動
不
足
に
な
り
や
す
い
季
節
で

す
が
、
運
動

は
免
疫
機
能

を
維
持
す
る

効
果
も
あ
り
、

風
邪
予
防
や

肩
こ
り
・
腰

痛
予
防
に
も

な
り
ま
す
。
暖
か
い
室
内
で
出
来

る
運
動
を
始
め
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

◆�

み
か
ん
な
ど
の
柑
橘
類
や
野
菜
に

多
く
含
ま
れ
て
い
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

に
は
免
疫
力
を
保
つ
働
き
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
レ
バ
ー
や
に
ん
じ

ん
な
ど
に
多
く

含
ま
れ
て
い
る

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
、

風
邪
な
ど
の
ウ

イ
ル
ス
の
侵
入

口
で
あ
る
粘
膜

の
健
康
を
保
ち

ま
す
。
ほ
う
れ

ん
草
な
ど
の
青

菜
類
や
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
か
ぼ

ち
ゃ
な
ど
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｃ
を

と
も
に
多
く
含
み
ま
す
の
で
、
積

極
的
に
摂
り
た
い
食
品
で
す
。

こ
れ
ら
の
他
に
も
手
洗
い
・
う
が
い

を
励
行
し
、

感
染
症
予

防
に
努
め

る
こ
と
も

大
切
で
す
。

寒
い
季
節
を
楽
し
み
な
が
ら
、
出
来

る
こ
と
を
取
り
入
れ
て
元
気
な
毎
日

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

  償却資産の申告をお忘れなく！
 ◆償却資産とは …

　�　会社や個人で工場や商店などを
経営している方や、駐車場やアパー

トなどを貸し付けている方が、そ

の事業のために用いている構築物・

機械・工具・器具・備品等の固定

資産税を償却資産といい、土地・

家屋と同じように固定資産税が課

税されます。

　�　ただし、鉱業権・漁業権・特許

権などのような無形固定資産、自

動車税の課税対象となっている自

動車・トラクター等は課税の対象

となりません。なお、「事業のため

に用いている」とは、所有者がそ

の償却資産を自己の営む事業のた

めに使用する場合と、事業として

他人に貸し付ける場合も含めます。

志布志市内に事業用の償却資産を所有している方は、種類、取得時期及び取得
価額等について申告が義務づけられています。（根拠法令：地方税法第 383 条）
正当な事由がなく申告をしなかった場合には、過料が科される場合があります
ので、必ずご提出ください。（市税条例第 75 条）

※�国税資料の閲覧が可能になったことに伴い、近年取得のものについては、記入して発送して
おります。御確認のうえ、申告書の提出をよろしくお願いします。なお、償却資産の種類や
具定例の詳細につきましては、ＨＰに掲載しておりますので、併せてご確認ください。

◆申告について

●申告期限：平成 26 年１月 31 日（金） 　早期提出にご協力ください。
●提出書類：
　①「償却資産申告書」
　②「償却資産種類別明細書」（「減価償却表の写し」の添付も可）
●申告の流れ
　12 月中旬以降に申告書発送予定　→　1 月 31 日までに申告書提出　→　５月
　中旬に納付書を発送予定

■問い合わせ先：税務課 固定資産税係　℡：099-474-1111（内線 154・155・156）

知
っ
て
い
る
と
お
得
で
す
！

「
冬
の
健
康
管
理
」

　
　

環　

境

　
　

衣　

類

　
　

入　

浴

　
　

運　

動

　
　

栄　

養
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今
年
の
締
め
も
『
日
本
一
』
で

　

今
年
も
押
し
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

ま
た
ま
た
志
布
志
市
に
明
る
い
大
き
な
話
題

が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
大
相
撲
九
州
場
所
に

お
い
て
千
代
鳳
関
が
十
両
優
勝
し
、
兄
の
千

代
丸
関
も
好
成
績
を
挙
げ
、
来
場
所
以
降
の

昇
進
が
大
き
く
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
そ
の
九
州
場
所
の
期
間
中
、
通
山

小
学
校
周
辺
の
市
道
に
、
指
定
区
域
内
の
最

高
速
度
を
時
速
30
キ
ロ
に
規
制
し
、
歩
行
者

の
通
行
を
優
先
す
る
道
路
「
ゾ
ー
ン
30
・
亀

ん
子
ロ
ー
ド
」
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

運
用
開
始
式
が
11
月
20
日
に
行
わ
れ
、
同
式

に
は
累
計
発
行
部
数
９
０
０
万
部
を
誇
る
医

療
漫
画
「
ゴ
ッ
ド
ハ
ン
ド
輝
」
の
作
者
で
あ

る
山
本
航か

ず
き暉
さ
ん
が
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
が
、

こ
の
「
ゾ
ー
ン
30
・
亀
ん
子
ロ
ー
ド
」
の
象

徴
と
し
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
市
内
の
ふ
じ
や
ま
学
校
と
縁

が
あ
り
、
２
年
前
か
ら
何
度
も
志
布
志
市
を

訪
れ
て
お
ら
れ
、
今
回
、
市
の
ブ
ラ
ン
ド
推

進
協
議
会
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
ふ
じ
や

ま
学
校
の
制
作
依
頼
に
対
し
て
「
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
一
役
買
い
た
い
」
と
シ
ン
ボ
ル

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
無
償
で
描
い
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
未
来
の
夢
を
両
目

に
真
っ
直
ぐ
見
据
え
、
着
実
に
歩
ん
で
い
く

姿
を
ウ
ミ
ガ
メ
に
重
ね
て
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

イ
ラ
ス
ト
を
描
か
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
今

後
は
こ
の
区
域
に
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
描
か

れ
た
看
板
を
増
や
し
、
文
字
通
り
の
シ
ン
ボ

ル
ゾ
ー
ン
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

市
民
の
皆
様
も
、
こ
の
区
域
を
通
る
と
き
に

は
描
か
れ
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
イ
ラ
ス
ト
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
、
交
通
安
全
に
は
十
分
に
気

を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
ま
た
、
本
市
で
日
本
一
が
誕
生
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
大
隅
地
域
振
興
局
の
曽
於

畑
地
か
ん
が
い
農
業
推
進
セ
ン
タ
ー
が
発
表

し
た
「
水
で
切
り
拓
く
、
大
規
模
茶
産
地
の

育
成
」
と
い
う
志
布
志
市
の
茶
業
を
事
例
と

し
た
テ
ー
マ
が
、
最
高
賞
の
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
し
た
も
の
で
す
。

　

本
市
の
茶
業
生
産
組
合
の
方
々
が
茶
の
生

産
拡
大
に
伴
い
、
防
霜
効
果
の
高
い
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
を
普
及
。
防
霜
時
期
の
散
水
の
集

中
に
よ
る
水
の
枯
渇
を
解
消
す
る
節
水
型
の

自
動
散
水
装
置
を
研
究
機
関
、
メ
ー
カ
ー
と

連
携
し
て
開
発
し
、
従
来
の
連
続
散
水
に
比

べ
４
分
の
１
の
水
量
で
霜
害
を
防
ぐ
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。
ま
た
ク
ワ
シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ

ム
シ
の
散
水
防
除
技
術
に
も
こ
の
散
水
技
術

を
生
か
す
こ
と
で
、
本
市
の
茶
業
振
興
会
が

目
指
す「
人
と
環
境
に
優
し
い
お
茶
の
産
地
」

を
実
現
し
て
い
ま
す
。
や
せ
た
シ
ラ
ス
台
地

に
情
熱
を
も
っ
て
水
を
導
い
た
歴
史
と
同
様

に
、
茶
の
振
興
に
対
す
る
熱
い
想
い
が
評
価

さ
れ
て
の
受
賞
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
今
後

の
更
な
る
研
究
開
発
の
進
展
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
本
年
も
春
先
か
ら
年
末

ま
で
日
本
一
続
出
の
ま
ち
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
、
笑
顔
と
、

志
が
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
結
果
に
結
び

つ
い
て
い
る
も
の
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
年
末
年
始
の
慌
た
だ
し
く
寒
い

時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ど
う
ぞ
お
身
体

に
は
十
分
注
意
し
て
、
健
や
か
な
新
春
を
お

迎
え
く
だ
さ
る
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

本
田 

修
一

　この話は、あらゆる被災から一定期間を経過した被災者・災害体験者の方々に「もし、災害の１日前にもどることがで

きたら、あなたは何をしますか」をテーマに話をお聞かせいただいたものです。もし、「自分だったら」「我が家だったら」

「我が社だったら」というように、自分の身の上に置きかえて読み進めてください。一つひとつの小さな話から教訓などを

感じてもらい、減災の大切さを知るきっかけとなれば幸いです。

　

我
が
家
は
い
ち
ご
農
家
で
、
震
災
が
起
き
た
の
は
収

穫
し
た
い
ち
ご
を
パ
ッ
ク
詰
め
し
て
い
る
と
き
で
し
た
。

と
に
か
く
揺
れ
が
ひ
ど
く
、
と
っ
さ
に
竹
や
ぶ
に
逃
げ
、

辺
り
を
見
渡
す
と
、
土
蔵
の
壁
が
ド
サ
ッ
と
崩
れ
落
ち

ま
し
た
。
こ
れ
は
大
変
だ
！
今
ま
で
に
こ
ん
な
こ
と
は

な
か
っ
た
、
と
思
っ
た
と
き
、
母
の
話
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
母
は
昭
和
８
年
の
津
波
を
経
験
し
て
お
り
、「
地

震
が
来
た
ら
逃
げ
ろ
」
と
、
繰
り
返
し
言
っ
て
い
た
ん

で
す
。
そ
こ
で
家
族
や
近
所
の
親
せ
き
に
「
逃
げ
ろ
！

逃
げ
ろ
！
」
と
言
っ
て
回
っ
て
、
自
分
も
急
い
で
避
難

し
ま
し
た
。

　

家
は
す
べ
て
津
波
に
流
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
２
か
月

は
避
難
所
生
活
で
し
た
が
、

避
難
し
た
こ
ろ
、
一
番
困
っ

た
の
は
着
替
え
が
な
い
こ
と
。

特
に
下
着
は
深
刻
で
、
５
日

間
お
ふ
ろ
に
入
れ
ず
と
て
も

不
快
な
思
い
を
し
ま
し
た
。
寒
い
季
節
だ
っ
た
か
ら
よ

か
っ
た
け
れ
ど
、
あ
れ
が
汗
を
か
く
季
節
だ
っ
た
ら
ど

う
な
っ
て
い
た
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

　

震
災
５
日
目
に
な
っ
て
、
義
姉
の
家
で
お
ふ
ろ
に
入

れ
て
も
ら
お
う
と
思
え
た
の
は
、
下
着
が
支
給
さ
れ
た

か
ら
で
す
。
き
れ
い
な
下
着
な
し
で
は
お
ふ
ろ
に
入
る

気
に
も
な
れ
ま
せ
ん
。

　

今
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
避
難
用
の
リ
ュ
ッ
ク

を
玄
関
に
用
意
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
き
れ
い

な
下
着
が
１
組
、
し
っ
か
り
と
入
っ
て
い
ま
す
。「
非

常
用
持
ち
出
し
袋
に
は
下
着
１
組
を
」。
こ
れ
が
震
災

の
教
訓
で
す
。　
　

（
新
地
町　

70
代　

女
性　

農
業
）

震
災
以
来
、

避
難
用
リ
ュ
ッ
ク
に
下
着
常
備

防災啓発エピソード　VOL.6

もし、一日前に戻れたら…。私たち（被災者）からみなさんに伝えたいこと
  図書館へ行こう！

～ 一 冊 の 本 と の 出 会 い が  あ な た の 人 生 を 変 え る ！ ～

■問い合わせ先：志布志市立図書館 
　Tel ：472-3322　URL：http://www.shibushicity-lib.jp

■「新釈 にっぽん昔話」        　　　
乃南  アサ  著

　「さるかに合戦」「花咲じいさん」「一
寸法師」「笠地蔵」…。
誰もが知っている昔
話が、誰もが読んだ
こ と の な い 新 解 釈
でよみがえる！大人
も子どもも楽しめる
ユニークな昔話集。

『オール讀物』掲載
を単行本化。

新 刊 案 内 ■「�名もなき日々を  髪結い伊三次捕
物余話 12」　　    宇江佐  真理   著

　伊三次とお文に支えられ、絵師修
業を続ける息子の伊与太。一方、女
中奉公に出た茜の運命は、大きく

動 き は じ め …。
廻 り 髪 結 い の
伊 三 次 と お 文
夫 婦 の 周 り で
起 こ る 心 揺 さ
ぶ ら れ る 事 件
の数々。『オー
ル 讀 物 』 掲 載
を単行本化。

今月のテーマ図書
「 年末年始あれこれ 」

　年末年始にピッタリ
なおもてなしレシピ
や、年賀状、大そうじ
などの本を集めまし
た！みなさんが大切な
人と素敵な時間を過ご
せますように…。

図 書 館 イ ベ ン ト カ レ ン ダ ー （ 1 2 月 ・ １  月 ）　 お は な し 会 へ 出 か け よ う ！

1 2 月 場 所 イベント名

14 日（土）
本館  おはなし会（かみふうせん） 10時30分 〜

安楽分館  おはなし会　10時30分 〜

21 日（土）

本館  おはなし会（読書指導員） 10時30分 〜

香月分館  おはなし会　10時30分 〜

志布志分館  おはなし会　10時30分 〜

有明分館  おはなし会　10時 〜

23 日（月・祝） 松山分館  おはなし会　10時 〜

28 日（土） 本館  おはなし会（読書指導員） 10時30分 〜

1 月 場 所 イベント名

11 日（土） 本館  おはなし会 (かみふうせん） 10時30分〜

◆ 12 月・1 月の休館日
　　【12 月】16 日、18 日、24 日、29 日～ 31 日
　　【１月】１日、２日、３日、６日、14 日、15 日

児 童
■「十二支のおやこえほん」

　高畠 純 /作

■「こいしがどしーん」
内田 麟太郎 /ぶん・長 新太 /え

■「いつもいっしょに」
こんの ひとみ /作・いもと ようこ /絵

一 般
■「猫を拾いに」

川上 弘美　著

■「冬虫夏草」
梨木 香歩　著

■「万葉歌とめぐる野歩き植物ガイド 秋～冬」
山田 隆彦 /著・山津 京子 /編

　ブラックシアター・大型絵本・ハ
ンドベル・マジックその他、すてき
なクリスマスプレゼントもあるよ！
みんな来てね！
■問い合わせ先：市立図書館　

℡：472-3322

　12 月から来年 3月にかけて、迫田アヤさんの基金
を活用した、子どもから高齢者、障がい者が集える「志
ふれあい交流館」の建設工事が始まります。
　図書館利用者の方々には、駐車場利用などご迷惑を
おかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
※年末年始の休館日のお知らせ
　図書館は、12 月 29 日（日）から１月３日（金）ま
で休館します。本を返される方は、返却ポストにお願
いします。

クリスマス読書会を開催します！

　クリスマスの絵本
や関連本を集めまし
た。大きなクリスマ
スツリーも館内に
飾っています。
　ぜひ、見に来てく
ださいね！

今
月
の
テ
ー
マ
図
書

「 

ク
リ
ス
マ
ス 

」

◆ 12 月 21 日 ( 土 )　10 時 30 分 から
会場：市立図書館

志ふれあい交流館の建設が始まります！

◆ 図書館ボランティアを募集します！
好きな時間に図書館の運営を、ボランティアでお手伝い頂ける方を
募集します。興味のある方はお気軽にお問い合わせください！



　

有
明
町
で
15
年
前
か
ら
、
地
域
安

全
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
、
藤
﨑
親
良
さ
ん
に
今
回
は
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　

藤
﨑
さ
ん
は
、
同
じ
地
域
安
全
モ

ニ
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
と
話

し
合
い
、
朝
の
交
差
点
で
の
立
哨
を

去
年
の
春
ご
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。「
町
内
の
通
学
路
で
子
ど

も
た
ち
が
交
通
災
害
に
巻
き
込
ま
れ

る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
」
と
話
さ
れ
る
藤
﨑
さ
ん
は
、

子
ど
も
た
ち
が
無
事
に
登
校
し
て
く

れ
る
こ
と
が
こ
の
活
動
の
や
り
が
い

だ
そ
う
で
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
に
対
し
て
は

「
皆
さ
ん
本
当
に
協
力
的
で
す
。
た

だ
、
多
く
の
方
が
朝
は
ど
う
し
て
も

急
ぎ
が
ち
で
す
。
時
間
に
ゆ
と
り
を

持
っ
て
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
も
ら
え

れ
ば
、
さ
ら
に
思
い
や
り
の
あ
る
運

転
に
繋
が
る
は
ず
で
す
。
ま
た
大
型

車
が
通
り
過
ぎ
る
と
き
の
風
圧
な
ど

を
怖
い
と
感
じ
て
い
る
歩
行
者
も
多

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
歩
行
者
の
立

場
に
立
っ
た
気
配
り
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
安
全
な
通
行
に
は
ド
ラ
イ

バ
ー
の
方
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
活
動
が

さ
ら
に
地
域
の
安
全
に
繋
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

交 通 事 故 状 況　平成 25 年 10 月末現在

区　分 発生件数 死  者 傷　者

県　下 7685【-158】73【+17】9172【-296】

志布志市 150【+9】 5【+1】 169【-9】

志布志地区 91 3 104

有明地区 46 1 48

松山地区 13 1 17

※【　】は昨年比　
地域の仲間と共に子どもたちの安全を守ります

交 通 事 故 防 止 は 皆 さ ん が 主 役 で す

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら

れ
る
年
金
）
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な

る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40

年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら

65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
よ
り
、
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給

　

老
齢
基
礎
年
金
の
本
来
の
支
給
開
始

年
齢
は
65
歳
か
ら
で
す
が
、
受
給
資
格

要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
60
歳

か
ら
65
歳
未
満
の
間
に
支
給
開
始
時
期

を
繰
上
げ
て
受
給
で
き
ま
す
。

　

繰
上
げ
た
場
合
は
、
繰
上
げ
請
求
を

し
た
月
に
応
じ
て
、
減
額
さ
れ
た
年
金

を
受
け
ら
れ
ま
す
。
付
加
年
金
に
つ
い

て
も
同
様
に
扱
わ
れ
ま
す
。

支
給
開
始
月
と
減
額
率
に
つ
い
て

　　

繰
上
げ
請
求
を
行
っ
た
月
の
翌
月
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
減
額
率
は
、

請
求
し
た
月
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。

繰
上
げ
請
求
を
す
る
場
合
の
注
意
点

●�

繰
上
げ
請
求
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
た

年
金
額
は
、
65
歳
に
な
っ
て
も
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
減
額
さ

れ
た
年
金
を
一
生
受
け
取
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

●�

繰
上
げ
請
求
し
た
後
に
他
の
公
的
年

金
の
加
入
期
間
な
ど
が
わ
か
っ
て
も

繰
上
げ
請
求
を
取
消
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

●�

繰
上
げ
請
求
後
、
障
害
に
な
っ
た
り

障
害
の
程
度
が
重
く
な
っ
て
も
、
障

害
基
礎
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

●�

繰
上
げ
請
求
す
る
と
、
国
民
年
金
の

任
意
加
入
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

●�

遺
族
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、

遺
族
厚
生
年
金
が
65
歳
に
な
る
ま
で

は
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

　

�

な
お
、
繰
上
げ
請
求
し
た
後
に
遺
族

厚
生
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と

遺
族
厚
生
年
金
に
つ
い
て
、
請
求
者

が
選
択
す
る
一
方
し
か
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
（
65
歳
か
ら
は
両
方
と
も
受
け

ら
れ
ま
す
）。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
市
民
環
境
課　

年
金
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
１
１
６
）

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所 

本
庁   

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
）

松
山
支
所      

４
８
７
ー
２
１
１
１

  

（
内
線
２
２
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

　

寒
さ
も
厳
し
さ
を
増
す
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
電
気
こ
た
つ
、

電
気
ス
ト
ー
ブ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、

注
意
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

電
気
こ
た
つ

●�

こ
た
つ
内
で
衣
類
を
乾
か
さ
な
い
。

●�

座
椅
子
、
座
ぶ
と
ん
、
上
掛
け
な

ど
が
こ
た
つ
の
ヒ
ー
タ
ー
に
近
接

し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
。

●�

電
源
コ
ー
ド
を
折
り
曲
げ
た
り
、

ね
じ
っ
た
り
し
な
い
。

電
気
ス
ト
ー
ブ

●�

洗
濯
物
を
上
部
や
、
近
く
に
干
さ

な
い
。

●
就
寝
中
は
使
用
し
な
い
。

●�

外
出
す
る
際
は
電
源
を
切
り
、
電

源
プ
ラ
グ
を
抜
く
。

※�

次
の
よ
う
な
場
合
は
す
ぐ
に
使
用

を
中
止
し
、
メ
ー
カ
ー
や
販
売
店

に
相
談
す
る
か
、
適
切
に
破
棄
し

て
く
だ
さ
い
。

●�

電
源
コ
ー
ド
の
取
付
部
や
電
源

コ
ー
ド
、
電
源
プ
ラ
グ
に
傷
や
ふ

く
れ
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
げ
く
さ

い
臭
い
が
す
る
。

●�

電
源
コ
ー
ド
に
触
れ
た
り
折
り
曲

げ
る
と
、
電
源
が
入
っ
た
り
切
れ

た
り
す
る
。

　
【
独
立
行
政
法
人

製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
】

◆
巡
回
相
談
日

●
12
月
17
日　

　

志
布
志
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
平
成
26
年
１
月
15
日

　

志
布
志
市
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
か
ら
15
時

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

志
布
志
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
：

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
８
９
）

知 っ て る？　 消 費 生 活 Vol.32
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消 

費 

者 

ホ 

ッ 

ト 

ラ 

イ 

ン　

℡
：
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
３
７
０

■
問
い
合
わ
せ
先
：
●
本
庁
港
湾
商
工
課
商
工
振
興
係	

℡
４
７
４
‐
１
１
１
１	

（
２
８
９
）

　
　
　
　
　
　

●
松
山
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係	

℡
４
８
７
‐
２
１
１
１	

（
３
２
２
）

　
　
　
　
　
　

●
志
布
志
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係	

℡
４
７
２
‐
１
１
１
１	（
３
５
４
）

　

山
重
小
学
校
に

新
し
い
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
設

置
さ
れ
、
11
月
24

日
に
点
灯
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

１
万
球
の
色
鮮

や
か
な
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
小

学
校
前
の
国
道
を

照
ら
し
、
運
転
手
や
通
行
人
に
賑
や
か

な
印
象
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

志
布
志
市
に
は
２
本
の
国
道
が
あ
り

ま
す
が
、
２
２
０
号
線
に
比
べ
２
６
９

号
線
沿
い
に
は
街
灯
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、
15
年
ほ
ど
前
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
体
と

な
っ
て
、
小
学
校
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
近
年
は
老
朽
化
が
進
み
、

交
換
す
る
電
球
も
製
造
中
止
の

た
め
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
そ

の
も
の
の
交
換
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
、
公
民
館
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
ふ
る
さ

と
づ
く
り
委
員
会
が
協
働
し
て

「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置
事

業
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
同
実
行
委
員
会
は「
山

重
小
学
校
前
の
国
道
を
明
る
く

照
ら
す
こ
と
で
、
地
域
住
民
を

元
気
づ
け
た
い
。
ま
た
、
車
で

通
過
す
る
方
々
に
も
志
布
志
市

を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」
と
の
想

い
か
ら
こ
の
モ
デ
ル
事
業
へ
申

請
し
、
審
査
に
よ
り
採
択
決
定

を
受
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
も
良
く
、
児
童
に
よ
る

合
唱
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
る

な
ど
点
灯
式
は
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
絵

は
山
重
小
の
６
年
生
が
デ
ザ
イ
ン
し
て

お
り
、
今
後
は
そ
の
年
度
の
６
年
生
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
絵
を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
に
し
て
い
く
予

定
だ
そ
う
で
す
。

　

来
年
１
月
12
日

ま
で
点
灯
し
て
い

ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
一
度
、

足
を
運
ば
れ
て
み

て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

み
ん
な
で
つ
く
る
共
生
・
協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

■
問
い
合
わ
せ
先
：
企
画
政
策
課
地
域
政
策
係　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
２
５
２
・
２
５
７
）

藤
﨑　

親
良
さ
ん
（
有
明
町
）

市
内
で
自
動
車
の
修
理
工
場
を
営
ん

で
い
る
藤
﨑
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の

元
気
な
挨
拶
、
元
気
な
姿
を
守
る
た

め
に
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

暖
房
器
具
を
使
う
季
節
…
、
冬
場
の
事
故
に
気
を
付
け
て
！

 

山
重
地
区
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置
事
業

（
市
民
提
案
型
共
生
・
協
働
・
自
立
モ
デ
ル
事
業
）　



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、「ペンネームなし」で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

Ｑ． ��現在のお仕事について、教えてください。
Ａ． �姉が美容師をしていて、中学生のころから美容師になりた
いと思っていました。今年の５月からイマージュで働いてい
ます。お店のスタッフの皆さんが気さくな方ばかりで、毎日
楽しくお仕事させてもらってます！

Ｑ． 休日の過ごし方は？
Ａ． �雑貨屋さんに行くのが大好きです。あと、ラーメンが大好
きでよく食べに行きます。おススメのラーメン屋さんがあっ
たらぜひ教えてください！

Ｑ． 最後に一言！
Ａ． �志布志の商店街がもっと明るく活気ある商店街になって欲
しいなぁと思います。お店ではクリスマスキャンペーンを実
施したりして盛り上げています。特典もございますので、ご
来店、お待ちしています！

【有明町原田】龍江 さん　(21 歳）

キラリ 青春！
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（No.096/2013-12）

　 今 月 の 読 者 プ レ ゼ ン ト
は、お便りをくださった方
の中から抽選で、ひまわり
券 5 枚 と、 加世田観光農園
から「2,000 円分の商品券」
を５人の方にプレゼント！

　

今
月
は
志
布
志
町
に
お
住

ま
い
の
、
妙
子
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　

志
布
志
町
の
中
心
地
で
旅

館
を
45
年
間
営
ま
れ
た
妙
子

さ
ん
は
「
気
分
は
45
歳
。
や

り
た
い
事
は
た
く
さ
ん
あ
る

の
に
年
齢
を
重
ね
て
出
来
な

い
こ
と
が
増
え
、
歯
痒
い
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と

話
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
衰

え
る
こ
と
の
な
い
好
奇
心
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
、
現
在

で
も
陶
芸
や
日
本
舞
踊
、
社

交
ダ
ン
ス
と
様
々
な
趣
味
を

続
け
ら
れ
、
特
に
社
交
ダ
ン

ス
は
香
月
校
区
の
文
化
祭
で

毎
年
披
露
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
。

　
「
好
き
な
こ
と
を
好
き
な

時
に
好
き
な
だ
け
や
る
。
こ

れ
が
私
の
元
気
の
秘
訣
で
す
。

好
き
だ
か
ら
続
け
ら
れ
る
ん

で
す
。
好
き
に
な
っ
て
楽
し

む
こ
と
が
、
一
番
大
事
」
と

笑
顔
で
話
さ
れ
る
妙
子
さ
ん
。

人
と
接
す
る
こ
と
が
大
好
き

で
、
週
に
一
回
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
も
仲
間
た
ち
に
元
気

を
与
え
、
ま
た
元
気
を
も

ら
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

美
術
関
係
の
お
仕
事
を
さ

れ
て
い
る
息
子
さ
ん
の
作
品

等
が
飾
っ
て
あ
る
ご
自
宅
の

部
屋
は
ま
る
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。

ご
自
分
の
陶
芸
作
品
も
た
く

さ
ん
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。

　
「
い
つ
も
予
定
が
あ
っ
て

充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。
生
き
て
い
る
こ
と
が

本
当
に
楽
し
い
で
す
。
目
標

は
ひ
孫
の
成
人
式
を
お
祝
い

す
る
こ
と
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

考
え
て
あ
る
の
」

　

こ
れ
か
ら
も
持
ち
前
の
元

気
と
明
る
さ
で
、
楽
し
く
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
！　 妙子 さん (84 歳）

（志布志町）

あたや 元気やっど！

大きくなぁれ！

加世田観光農園
志布志市松山町新橋 1709

℡：099-487-2100
HP：http://www.kasedanouen.net/

代表：加世田 優二

ご家族、カップル、お友達で…

甘くて美味しい、
採れたていちごは、いかがですか。

12 月 22 日（日）　ＯＰＥＮ！

読者プレゼント

真
ま な る

成 ちゃん（３歳）

すみれ ちゃん（１歳）

（有明町野神）

◆ ご家族からのメッセージ！

　しっかり者の れいちゃん。

　おっとりで優しい とあちゃん。

　やんちゃな りとくん。

　パパとママの大切な宝です。

　生まれてきてくれて、

　ありがとう♥

澪
れい

 ちゃん（６歳）

  心
と あ

聖 ちゃん（５歳）

稜
り と

斗 ちゃん（１歳）

（松山町尾野見）
◆ ご家族からのメッセージ！

　昨年、待望の女の子が生まれて、我

が家は５人家族になりました。毎日とて

も賑やかな中、子どもたちそれぞれの

個性が光り、笑いが絶えない日々です。

　これからも穏やかに心も体も大きく

育ってね！

桜
さ く ら

來 ちゃん（８か月）

（志布志町夏井）

◆ ご家族からのメッセージ！

　まん丸お目々に、ふさふさした髪

の毛。パパのことが大好きなさくら。

我が家の宝物です。

　好き嫌いがないように離乳食をす

すめていこうね！



★アンケート★【12 月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】
　・良かった！：

　・分かりにくい…：

図
書
館
は
宝
物
！

　

先
日
、
真
白
い
小
さ
な
花
弁
の
中
に

赤
い
花
弁
が
一
個
付
く
、
珍
し
い
花
を

買
い
ま
し
た
が
、
名
前
も
育
て
方
も
分

ら
ず
、
図
書
館
で
調
べ
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
司
書
の
方
に
相
談
す
る
と
、
多

く
の
園
芸
誌
の
中
か
ら
三
冊
選
ん
で
く

だ
さ
り
、
借
り
て
帰
り
ま
し
た
。

　

夜
、
眠
い
目
を
擦
り
な
が
ら
三
冊

目
も
終
わ
り
に
差
し
掛
か
っ
た
と
き

「
あ
っ
た
ぁ
、
こ
れ
だ
！
」
と
大
声
を

あ
げ
た
私
。
多
忙
な
中
、
本
探
し
を
手

伝
っ
て
く
だ
さ
っ
た
司
書
の
方
に
は
心

か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

図
書
館
で
お
仕
事
さ
れ
て
い
る
方
々
の

「
お
も
て
な
し
」
の
心
に
、
い
つ
も
癒

さ
れ
て
い
ま
す
。
因
み
に
、
調
べ
つ
い

た
植
物
は
「
源
平
蔓
」
と
い
い
、
今
我

が
家
の
温
室
で
咲
き
繁
っ
て
い
ま
す
。

（
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
お
ば
さ
ん　

69
歳
女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
源
平
蔓
」
き
れ
い
な
花
で
す
ね
。

探
し
て
い
た
も
の
が
見
つ
か
っ
た
と
き

の
喜
び
の
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で

す
。
市
立
図
書
館
に
は
展
示
や
テ
ー
マ

図
書
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
の

努
力
に
よ
っ
て
創
意
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
る
、
鹿
児
島
県
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
素
敵
な
図
書
館
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
図
書
館
を
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん

利
用
さ
れ
て
く
だ
さ
い
！

お
世
話
に
な
っ
た
方
に
年
賀
状

　　

今
年
も
あ
と
２
週
間
余
り
。『
光
陰

矢
の
如
し
』
と
言
い
ま
す
が
、
そ
の
と

お
り
で
す
。
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
、

ご
無
沙
汰
し
て
い
る
方
に
年
賀
状
で
お

礼
や
挨
拶
を
申
し
上
げ
た
い
も
の
で
す
。

　

今
年
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
る
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
願
い
ま
す
。

（
う
と
ん
山
30
会　

74
歳
男
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

広
報
紙
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
今

年
も
多
く
の
方
に
取
材
な
ど
で
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
来
年
も
よ
り
分
か
り
や
す
く
、

読
ん
で
い
て
楽
し
い
市
報
を
皆
様
に
お

届
け
で
き
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

※�

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
掲
載
に
か
か
わ
ら

ず
頂
い
た
お
便
り
か
ら
抽
選
で
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
お
便
り
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
一
言

で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
意
見
な
ど
を

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り、お待ちしています
　市報しぶしを読んだ感想や今後取
り上げて欲しい特集、志布志市に対
するご意見等何でもお好きなことを
書いてください（一部修正して掲載
する場合もあります）。

　月末までに頂いたお便りが、その
月のプレゼントの応募対象になりま
す。それ以降の分は次月の応募対象
となりますので、ご了承ください。

　いただいた「お便り」は「市民の
こえ」コーナーに掲載いたします（お
便りが多数の場合には担当にて選考
のうえ掲載します）。個別の回答は
いたしませんので、ご了承ください。
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高い医療費 みんなで助け合い 国保の心

◆平成25年９月分の医療費の状況です。
医療費総額 ２８４，０６８，４２２ 円

８月末 国保加入者数 １０，４４３ 人
１人当たり医療費

（医療費総額／国保加入者数） ２７，２０２ 円

医療費１人当たりの負担内訳
市（国保）負担額 ２３，１０４ 円

個人負担額 ４，０９８ 円

この金額は、国民健康保険に加入している皆さんが医療機関
等で診療したものに対し、市（国保）が支払った医療費です。
医療費総額の約 84.9％を市（国保）が負担しています。

市の人口 平成 25 年 10 月 31 日現在

人口：33,528 人
男性：15,868 人
女性：17,660 人

転入：90 人　　転出：74 人
出生：26 人　　死亡：39 人

世帯数：15,857 戸

（３人）
（４人）

（▲１人）

（６世帯）

志布志港 平成 25 年 10 月分
※資料：鹿児島税関支署

①入港隻数：61 隻（日本０、外国 61）
②輸出：13 億 66 百万円
③輸入：138 億 63 百万円

緊急時  あなたを守る  １１０番　～１月 10日は「１１０番の日」～
　１１０番は、皆さんの身近で事件・事故が発生した場合等の緊急ダイヤルです。事件・事故
　を早期に解決するためには、皆さんからの迅速・正確な通報が必要になります。
　１１０番にかける際は、次の点に気をつけてください。

	 　　●慌てず、落ち着いて事案の内容について教えてください。
	 　　●バス停や学校、病院などの目標となる施設等を教えてください。

　　　※事件・事故以外の相談等は、下記までお電話ください。
	 　　　・志布志警察署　℡：４７２－０１１０　・警察総合相談電話　℡：♯９１１０

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

版
で
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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情報管理課からのおしらせです

2013.12 ■市報しぶし　32

　

福祉課からのおしらせです

農政課からのおしらせです

保健課からのおしらせです

　

■問い合わせ先：●農政課 畑かん推進係：474-1111（431）　  ●県畑かんセンター：482-2547　  ●曽於南部土地改良区：471-0171
　　　　　　　　●曽於東部土地改良区：487-2986　●松山支所産業建設課：487-2111（232）　●志布志支所産業建設課：472-1111（412）

平
成
26
年
度
保
育
所
（
園
）
入
所

申
込
み
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
４

月
か
ら
入
所
希

望
の
お
子
さ
ん

が
い
る
保
護
者

の
方
は
、
保
育

所
（
園
）
の
入
所
申
込
を
し
て
く
だ

さ
い
。
入
所
申
込
書
は
志
布
志
市
役

所
本
庁
、
各
支
所
又
は
市
内
各
保
育

所
（
園
）
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

◆
入
所
申
込
書
の
受
付
期
間
：

　

平
成
26
年
１
月
14
日
（
火
）
～

　

１
月
31
日
（
金
）
ま
で

※
土
、
日
、
祝
祭
日
を
除
く
午
前
９

　

時
か
ら
午
後
５
時

◆
申
込
方
法
：

　

市
内
各
保
育
所
（
園
）、
市
役
所

本
庁
、
各
支
所
に
準
備
し
て
い
る

「
保
育
所
入
所
申
込
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、「
保
育
に
欠
け
る
（
保

育
で
き
な
い
）
状
態
を
証
明
で
き
る

書
類
（
父
・
母
の
就
業
証
明
書
等
）」

と「
同
居
者
全
員
の
課
税
証
明
書【
平

成
25
年
度
】（
※
平
成
25
年
１
月
１

日
に
志
布
志
市
に

居
住
し
て
い
た
方

に
つ
い
て
は
、
提

出
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
）」
を
添

付
し
て
、
保
護
者

が
直
接
志
布
志
市

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
所
得
税
額
を
証
明
す
る

も
の
」
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
源
泉

徴
収
票
は
会
社
等
か
ら
受
領
さ
れ
次

第
、
確
定
申
告
書
の
写
し
等
は
申
告

が
済
み
次
第
、
平
成
26
年
３
月
17
日

（
月
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
書
は
児
童
１
人
に
つ
き
、

１
枚
で
す
。

※�

必
要
書
類
が
全
て
提
出
さ
れ
ま
せ

ん
と
、
入
所
の
決
定
は
行
わ
れ
ま

せ
ん
。

◆
保
育
所
に
入
所
で
き
る
基
準
：

　

家
庭
外
就
労
、
家
庭
内
就
労
（
内

職
等
）、
母
親

の
出
産
・
病
気

や
負
傷
、
家
庭

の
災
害
等
に
よ

り
児
童
の
保
育

が
で
き
な
い
場

合
。

◆
保
育
料
：

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
所
得
に
応
じ

て
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁　

福
祉
課　

児
童
福
祉
係　

　
℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線 

１
７
４
）

●
松
山
支
所　

市
民
課　

福
祉
係　

　
℡
：
４
８
７
‐
２
１
１
１
（
内
線 

２
７
６
）

●
志
布
志
支
所　

福
祉
課　

福
祉
係

　
℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
内
線 

２
０
２
）

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
断
線

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

い
つ
も
お
い
し
い
お
茶
を
提
供
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
茶
業
関
係
者
の
皆

様
に
お
願
い
で
す
。

　

志
布
志
市
で
は
、
市
内
全
域
に
敷

設
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
に

よ
り
、
行
政
告
知
放
送
お
よ
び
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、

茶
刈
機
の
搬

入
の
際
な
ど
、

九
州
電
力
や

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電

線
と
同
様
に

「
断
線
」
の
事

故
に
注
意
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
が
断
線

し
ま
す
と
、
繊
細
な
素
材
で
あ
る
た

め
、
容
易
に
修
復
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
電
柱
間
す
べ
て
を
張
り
替
え
る

必
要
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
結
果
、

多
額
の
復
旧
費
用
を
弁
済
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

各
業
者
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

現
場
の
安
全
管
理
に
は
十
分
な
対
策

を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、

今
一
度
、
ご
確
認
と
周
知
の
ご
協
力

を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

家
屋
へ
の
引
込
線
も
光
フ
ァ
イ

バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
で
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
は
、
各
電

柱
間
だ
け
に
敷
設
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　

志
布
志
市
で
は
、

各
家
屋
へ
の
引
込

用
（
ド
ロ
ッ
プ
）

ケ
ー
ブ
ル
ま
で
光

フ
ァ
イ
バ
ー
の
素

材
で
施
工
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
建
て
替
え
、
移
転
な
ど
に
伴
っ

て
家
屋
を
取
り
壊
す
際
は
、
ド
ロ
ッ

プ
ケ
ー
ブ
ル
お
よ
び
家
屋
に
設
置
し

て
い
る
機
器
を
撤
去
後
に
作
業
を
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
必
ず
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

（
設
置
有
無
の
確
認
連
絡
も
可
）。

　

最
近
で
は
、
一
般
居
宅
庭
園
の
伐

採
作
業
中
に
誤
っ
て
ド
ロ
ッ
プ
ケ
ー

ブ
ル
に
重
機
が
接
触
、
断
線
し
、
復

旧
費
用
の
弁
済
と
な
っ
た
事
例
も
発

生
し
て
い
ま
す
。
同
様
の
作
業
時
に

も
、
ご
注
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
情
報
管
理
課　

地
域
情
報
係　

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
３
２
３
）

●
Ｂ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社

　

志
布
志
局
【
指
定
修
繕
委
託
業
者
】

　

℡
：
４
７
９
‐
３
６
０
０

高
齢
者
実
態
調
査
と

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
に

御
協
力
く
だ
さ
い
！

①
高
齢
者
実
態
調
査

　

生
活
状
況
の
み
な
ら
ず
、
制
度

の
理
解
度
、
意
識
・
意
向
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
や
ニ
ー
ズ

等
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
と

し
て
の
高
齢
者
等
の
状
況
を
把
握

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

②
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査

　

閉
じ
こ
も
り
、
転
倒
予
防
、
健

康
状
態
、
口
腔
・
足
の
ケ
ア
、
心

の
健
康
、
食
事
内
容
・
食
生
活
の

知
識
等
、
高
齢
者
個
々
の
生
活
機

能
や
健
康
状
態
を
把
握
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

◆�

対
象
者
の
選
定
：
７
０
０
名
を

ラ
ン
ダ
ム
に
抽
出
し
ま
す
（
回

収
数
４
０
０
人
分
以
上
）。

◆�

調
査
方
法
：
調
査
員
が
お
伺
い

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
面
接
し
て
、

所
定
の
調
査
票
に
よ
り
聞
き
取

り
で
調
査
を
行
い
ま
す
。

◆�

調
査
期
間
：
平
成
25
年
12
月
上

旬
～
平
成
26
年
１
月
下
旬

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

保
健
課　

介
護
保
険
係　

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
１
６
２
）

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
を

子
ど
も
た
ち
に
！

　

市
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
を

応
援
す
る
た
め
、
市
民
の
健
康
づ

く
り
事
業
へ
の
参
加
を
ポ
イ
ン
ト

化
す
る
取
組
み
「
志
布
志
市
健
康

マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
に
参
加
申
込

み
さ
れ
た
皆
様
が
、
貯
め
た
ポ
イ

ン
ト
を
寄
付
で
き
る
学
校
等
の
保

護
者
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
、
寄
付
先
団

体
が
決
定
し
ま
し
た
。

◆
寄
付
で
き
る
団
体

●�

保
育
園
・
幼
稚
園
等
：
さ
ゆ
り

保
育
園
、
志
布
志
幼
稚
園
、
に

こ
に
こ
は
う
す

●�

小
学
校
・
中
学
校
：
志
布
志
小
、

香
月
小
、
安
楽
小
、
潤
ヶ
野
小
、

有
明
小
、
伊
﨑
田
小
、
通
山
小
、

蓬
原
小
、
原
田
小
、
野
神
小
、

山
重
小
、
松
山
小
、
尾
野
見
小
、

志
布
志
中
、
有
明
中
、
松
山
中

◆
今
後
の
健
康
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト

●
12
月
15
日
：
自
殺
予
防
講
演
会

●
１
月
19
日
：
介
護
予
防
講
演
会

●�
乳
児
、
１
歳
６
か
月
児
、
３
歳

児
各
健
診
、
１
歳
児
歯
科
相
談
、

２
歳
６
か
月
児
歯
科
相
談
、
５

歳
児
か
み
か
み
健
診

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

保
健
課　

保
健
対
策
係　

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
１
６
２
）

  ① 在宅要介護（支援）者
　平成 25 年 10 月 1 日現在で 65 歳以上の
　介護保険の被保険者であり、介護保険施設
　入所者を除く要介護（支援）認定者

  ② 一般高齢者
　平成 25 年 10 月 1 日現在で介護保険の
　被保険者であり、65 歳以上の者《上記①の
　対象者を除く》

  ③ 若年者
　平成 25 年 10 月 1 日現在で 40 ～ 64 歳の者で、
　かつ、志布志市に住所を有している者

  ① 在宅要介護
　  （支援）者

平 成 25 年 10 月 1 日 現 在
で介護保険の被保険者であ
り、介護保険施設入所者を
除く要介護（支援）認定者

  ② 一般高齢者

平 成 25 年 10 月 1 日 現 在
で介護保険の被保険者であ
り、65 歳以上の者《上記
①の対象者を除く》

凍
結
に
よ
る
畑
か
ん
給
水
装
置
の

破
損
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

例
年
、
冬
季
に
凍
結
に
よ
る
畑
か
ん

給
水
装
置
の
破
損
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

凍
結
に
よ
る
破
損
防
止
の
た
め
、
装
置

内
の
水
抜
き
を
行
う
ほ
か
、
装
置
全
体

を
布
等
で
く
る
む
等
の
対
策
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
凍
結
に
よ
る
破
損
に
つ
き
ま

し
て
は
、
使
用
者
負
担
で
の
修
復
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①�

給
水
栓
バ
ル
ブ
：
使
用
し
な
い
と
き

は
必
ず
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

②�

フ
ィ
ル
タ
ー
部
水
抜
き
バ
ル
ブ
：
使

用
し
な
い
と
き
は
必
ず
開
け
て
く
だ

さ
い
。

③�

止
水
バ
ル
ブ
：
使
用
し
な
い
と
き
は

必
ず
開
け
て
く
だ
さ
い
。

④�

圧
力
計
水
抜
き
バ
ル
ブ
：
使
用
し
な

い
と
き
は
必
ず
開
け
て
く
だ
さ
い
。

※�

バ
ル
ブ
は
半
分
程
度
開
け
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

凍結により破損した給水装置

破 損 部 分

↑
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入
校
生
募
集

　　

鹿
児
島
県
立
吹
上
高
等
技
術
専

門
学
校
で
は
、
平
成
26
年
度
の
入

校
生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
訓
練
科
名
：
金
属
加
工
科

◆
募
集
定
員
：
20
名

◆
訓
練
期
間
：
２
年

◆�

応
募
資
格
：
義
務
教
育
修
了
者

（
見
込
み
を
含
む
）
も
し
く
は

同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
者

◆�

受
付
締
切
：
平
成
26
年
１
月
17

日
（
金
）【
当
日
消
印
有
効
】

◆�

選
考
日
：
平
成
26
年
１
月
27
日

※�

提
出
書
類
や
選
考
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
県
立

吹
上
高
等
技
術
専
門
学
校

　

℡
：
０
９
９
‐
２
９
６
‐
２
０
５
０

か
ら
い
も
交
流
・
春

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー 

募
集

　

日
本
の
大
学
に
い
る
外
国
人
留

学
生
を
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

し
て
受
け
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆�

受
入
期
間
：
平
成
26
年
３
月
８

日
（
土
）
～
23
日
（
日
）

◆�

申
込
締
切
：
平
成
26
年
１
月
31

日
（
金
）

■���

問
い
合
わ
せ
先
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

�

か
ら
い
も
交
流　

志
布
志
ブ

ロ
ッ
ク
担
当　

長
岡

　

℡
：
０
９
０
‐
３
６
６
５
‐
３
６
７
７

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　

エ
ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

メ
ー
ル
な
ど
を
基
本
操
作
か
ら
、

職
場
で
活
用
で
き
る
実
践
的
な
ス

キ
ル
ま
で
学
習
し
ま
す
。

　

ま
た
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法
や
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
も
学
習
し
、
幅
広
い

職
種
で
の
再
就
職
に
必
要
な
能
力

を
習
得
で
き
ま
す
。

◆�

訓
練
期
間
：
平
成
26
年
２
月
21

日
（
金
）
～
５
月
20
日
（
火
）

◆�

日
時
：
毎
週
月
～
金　

午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
20
分

◆�

場
所
：
株
式
会
社
プ
ラ
イ
ム

ワ
ー
ク
ス

◆�

対
象
者
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求

職
登
録
を
し
て
い
る
者

◆
募
集
定
員
：
９
人

◆�

応
募
期
間
：
12
月
2
日
（
月
）

～
平
成
26
年
1
月
24
日
（
金
）

◆
選
考
日
：
２
月
５
日
（
水
）

◆�

申
込
方
法
：
御
自
身
の
住
所
を

所
管
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
ご

相
談
の
う
え
、
受
講
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
（
申
込
書
の

提
出
先
は
㈱
プ
ラ
イ
ム
ワ
ー
ク

ス
）。

◆�

受
講
料
等
：
無
料
。
た
だ
し
教

材
費
と
し
て
1
万
3
０
０
０
円

が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
隅

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
１
２
６
５

●
株
式
会
社
プ
ラ
イ
ム
ワ
ー
ク
ス

　

℡
：
４
７
２
‐
５
０
２
０

入
校
生
募
集

�　

鹿
児
島
県
立
宮
之
城
高
等
技
術

専
門
校
で
は
、
木
工
・
建
築
大
工

の
技
術
技
能
の
習
得
を
目
的
と
し

た
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

◆�

訓
練
科
目
：
建
築
工
学
科
・
室

内
造
形
科

◆�

応
募
資
格
：

①�

建
築
工
学
科
：
高
等
学
校
卒
業

程
度
（
平
成
26
年
卒
業
見
込
み

の
者
を
含
む
）

②�

室
内
造
形
学
科
：
義
務
教
育
修

了
程
度
以
上
（
平
成
26
年
３
月

に
高
等
学
校
ま
た
は
中
学
校
を

卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）

◆�

受
付
期
間
：
12
月
9
日
（
月
）

～
平
成
26
年
1
月
17
日
（
金
）

◆
選
考
方
法
：
筆
記
試
験
、
面
接

※�

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
当
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
県
立

宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　

℡
：
０
９
９
６
‐
５
３
‐
０
２
０
７

※�

雇
用
保
険
受
給
者
は
、
最
寄
り

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
は
自
動
交
付
機
が

使
用
で
き
ま
せ
ん

　

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で

年
末
年
始
祝
日
の
た
め
、
ま
た
１

月
４
日
か
ら
１
月
５
日
ま
で
は
シ

ス
テ
ム
入
れ
替
え
の
た
め
に
証
明

書
等
自
動
交
付
機
が
使
用
で
き
ま

せ
ん
。
住
民
票
、
印
鑑
証
明
、
税

証
明
等
は
12
月
28
日
ま
で
か
、
１

月
６
日
以
降
の
申
請
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

市
民
環
境
課　

市
民
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１（
１
１
２
）

【
事
業
者
の
皆
様
へ
】

平
成　

 

・　

年
度 

入
札
等

参
加
資
格
申
請
の
受
付
を

開
始
し
ま
す

　　

市
の
実
施
す
る
入
札
等
へ
の
参

加
を
希
望
さ
れ
る
事
業
者
は
、
資

格
審
査
の
申
請
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
申
請
書
類
提
出
要
領
等

の
詳
細
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
区
分
及
び
受
付
期
間

●�

建
設
工
事
：（
市
内
業
者
と
市

外
業
者
で
受
付
期
間
が
異
な
り

ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
）

【
市
内
業
者
】

　

平
成
26
年
１
月
14
日
（
火
）
～

　

２
月
14
日
（
金
）

【
市
外
業
者
】

　

平
成
26
年
２
月
３
日
（
月
）
～

　

３
月
７
日
（
金
）

●�

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
等
：
平
成
26
年
１
月
14
日

（
火
）
～ 

３
月
７
日
（
金
）

●
物
品
購
入
等
：

　

平
成
26
年
１
月
14
日
（
火
）
～

　

３
月
７
日
（
金
）

※
土
・
日
・
休
日
を
除
き
ま
す

※
い
ず
れ
も
17
時
到
着
分
ま
で
受
付

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

財
務
課　

契
約
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
２
４
２
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
調
製
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
志
布
志
市
に
在
住
さ
れ

て
い
る
方
で
、
農
家
台
帳
に
登
録

の
あ
る
方
（
耕
作
面
積
10
ア
ー
ル

以
上
）
へ
は
、
申
請
書
を
配
布
い

た
し
ま
す
の
で
、
次
の
登
録
資
格
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広
告

を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
平
成
26
年
１

月
10
日
（
金
）
ま
で
に
最
寄
り
の

志
布
志
市
農
業
委
員
会
（
本
庁
・

各
分
室
）
へ
提
出
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
選
挙
人
名
簿
は
審

査
や
縦
覧
期
間
を
経
て
毎
年
３
月

31
日
に
確
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
平
成
27
年
３

月
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
選
挙
に

つ
い
て
は
、
平
成
26
年
３
月
31
日

に
確
定
す
る
選
挙
人
名
簿
が
用
い

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
登
録
資
格

①�

年
齢
20
歳
以
上
の
人
（
平
成
６

年
４
月
１
日
以
前
出
生
者
）

②�

志
布
志
市
の
区
域
内
に
住
所
を

有
す
る
人

③�

①
及
び
②
に
掲
げ
る
事
項
に
該

当
し
た
人
で
次
の
事
項
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

（１）�

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き

耕
作
の
業
務
を
営
む
人

（２）� 

（１）
に
掲
げ
る
人
の
同
居
の
親

族
又
は
そ
の
配
偶
者
で
そ
の
耕

作
に
従
事
す
る
日
数
が
年
間
お

お
む
ね
60
日
以
上
で
あ
る
と
農

業
委
員
会
が
認
め
た
人

（３）� 

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

き
耕
作
の
業
務
を
営
む
農
業
生

産
法
人
の
組
合
員
又
は
社
員
で

そ
の
耕
作
に
従
事
す
る
日
数
が

年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
で
あ

る
と
農
業
委
員
会
が
認
め
た
人

■
問
い
合
わ
せ
先
：　

●
農
業
委
員
会
事
務
局　
　
　
　

　

℡
：
４
８
７
‐
２
１
１
１
（
３
０
３
）

●
農
業
委
員
会　

志
布
志
分
室

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
４
４
５
）

●
農
業
委
員
会　

有
明
分
室

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
４
４
４
）

●
志
布
志
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
３
５
２
）

二
十
歳
の
出
航
「
成
人
式
」

◆
日
時
：
平
成
26
年
１
月
４
日（
土
）

　

午
後
12
時
45
分　

受
付
開
始

　

午
後
1
時
30
分　

式
典

◆
会
場
：
市
文
化
会
館

◆
内
容
：
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
　
　
　

式
典
・
記
念
写
真
撮
影

◆�

対
象
者
：
平
成
５
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

■
問
い
合
わ
せ
先
：
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課　

社
会
教
育
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１（
３
３
６
）

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
（
地
域
別

最
低
賃
金
）
が
平
成
25
年
10
月
27

日
か
ら
時
間
額
６
６
５
円
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

※�

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
は
県
下
の

全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
別
に
定
め
る
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
産
業

に
該
当
す
る
場
合
は
、
当
該
最

低
賃
金
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
鹿
児
島
労
働
局

　

℡
：
０
９
９
‐
２
２
３
‐
８
２
７
８

●
最
低
賃
金
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

℡
：
０
９
９
‐
２
２
３
‐
８
８
８
１

「
統
合
失
調
症
の
家
族
教
室
」

　

志
布
志
保
健
所
で
は
、
統
合
失

調
症
の
方
の
ご
家
族
を
対
象
に
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
教
室
を

と
お
し
て
、
病
気
の
経
過
や
治
療

方
法
、
家
族
の
対
応
に
つ
い
て
等

の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
同

じ
悩
み
を
抱
え
た
方
々
が
共
感
し

あ
え
る
機
会
に
な
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

◆
日
時
・
内
容
：

●
１
回
目
：
１
月
17
日
（
金
）

　

�

午
後
２
時
30
分
～
午
後
３
時
40
分

　
【
統
合
失
調
症
に
つ
い
て
】　

●
２
回
目
：
１
月
24
日
（
金
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

　
【
①
福
祉
制
度
等
に
つ
い
て
、

　

  

②�

家
族
の
思
い
、
対
応
方
法

に
つ
い
て
】

◆
場
所
：
志
布
志
保
健
所

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

志
布
志
保
健
所　

保
健
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
０
２
１

平
成　

 

年
工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
統
計
法
に
基

づ
く
報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計

調
査
で
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施

策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料

と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た

内
容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外

（
税
の
資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
安

心
し
て
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
調
査
対
象
：
製
造
事
業
所

◆
調
査
期
間
：
平
成
25
年
12
月
～

　

平
成
26
年
1
月

◆�

調
査
内
容
：
平
成
25
年
12
月
31

日
現
在
の
事
業
所
数
、
従
業
者

数
、
製
造
品
出
荷
額
、
原
材
料

使
用
額
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先
：
県
庁
統
計
課

　

℡
：
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
４
７
９

「
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防

止
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す

　

平
成
25
年
度
「
年
末
年
始
の
交

通
事
故
防
止
運
動
」
が
展
開
さ
れ

ま
す
。

◆�

運
動
期
間
：
12
月
10
日
（
火
）

～
平
成
26
年
1
月
10
日
（
金
）

◆
運
動
の
最
重
点
：

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◆
運
動
の
重
点
：

●�

早
朝
、
夕
暮
れ
時
、
夜
間
に
お

け
る
交
通
事
故
防
止

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

●�

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

県
庁
生
活
・
文
化
課

　

℡
：
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
２
３

広
告

広
告
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広
告

12 月・1 月の行事予定
 ● げんき市（昭和通付近）
　  毎週金・土曜日（９時～ 15 時）

 ● 戌の市（宝満寺公園）
　  12 月 22 日、１月３日、１月 15 日、１月 27 日

 ● そば処ちんたら庵（国道 269 号線沿）
　  火曜日（そば）・日曜日（野菜等販売）

25

志布志市安全・安心メール を配信します！

市では、市民の皆さんが、迅速に防災情報を受け取れるよう、携帯電話やパソコンへ様々な防災情報を

メールで配信するサービスを開始します。災害に備えて、登録をお願いします。

◆配信内容：
　●暴風警報、波浪警報、大雨警報などの警報をお知らせする気象情報
　●�緊急地震速報（推定震度４以上）、地震情報（震度４以上）、津波警報、避難に関する情報や、大規模なテロが発生した場合などの、国

民の保護を目的とする防災情報
　●災害多発時の注意喚起や月ごとの集計等をお知らせする、火災・交通統計情報

◆登録方法：
　①�ＱＲコードを読み取り、空メール（件名・本文不要）を送信してください（※ＱＲコード読み取りができない方は

bousai.shibushi-city@raiden.ktaiwork.jp に空メールを送信してください）。
　②数分以内に、登録用ＵＲＬが記載されたメールが届きます。
　③氏名を入力し、配信情報を選択して「次へ」を押します（複数選択可）。
　④入力内容を確認し、「登録」を押します。　⑤登録完了。数分以内に、登録完了のお知らせメールが届きます。

◆注意事項：
※迷惑メール防止機能をお使いの方は、登録する前に「bousai.shibushi-city@raiden.ktaiwork.jp」からのメールを

　受信できるように設定する必要があります。現在、安全・安心メールに登録されている方も、新たに登録が必要となります。

※登録は無料ですが、メール受信にかかる通信料（１通あたり１～２円）は利用者の負担となります。

※通信環境等により、サイトへのアクセスおよびメールの受信に、時間がかかる場合があります。

■問い合わせ先：総務課  消防防災係 　Tel ：474-1111（215・216）

ＱＲコード  →
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市 営 住 宅 空 き 家 情 報
（ 松 山 地 区 ）

市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。
●桜山団地 333 号　３ＤＫ　公営住宅
　世帯向け３階建て　家賃　13,300 円～（所得制限あり）
●京ノ峯団地 591 号　４ＤＫ　特賃住宅
　世帯向け一戸建て　家賃　35,000 円（所得制限あり）
●西之原団地 302 号　５ＤＫ　市単住宅
　世帯向け一戸建て　家賃　36,000 円（所得制限なし）
●西之原団地 305 号　２ＤＫ　市単住宅
　単身向け２階建て　家賃　20,000 円（所得制限なし）
●中原団地 713 号　２ＤＫ　市単住宅
　単身向け２階建て　家賃　20,000 円（所得制限なし）

※�詳しくは、下記までお問い合わせください。

■問い合わせ・申し込み先：
松山支所 産業建設課 管理係　℡：487-2111（253）

■松山地区　
12 月	 半下石建設	 　 ℡ 487-8706
12 月 28 日、１月３日	 加世田建設	 　 ℡ 487-2057
12 月 29 日、１月４日	 佐藤建設	 　 ℡ 487-2049
12 月 30 日	 半下石建設	 　 ℡ 487-8706
12 月 31 日	 イケダ	 　 ℡ 487-8771
１月	 イケダ	 　 ℡ 487-8771
１月１日	 今井水道	 　 ℡ 487-8868
１月２日	 大迫建設	 　 ℡ 487-2058
■志布志地区
12 月10 日～16 日、30 日、１月４日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
12 月17 日～23 日、31 日、１月５日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
12 月24 日、25 日、１月２日	 高吉組	 ℡ 472-0721
12 月26 日～29 日、１月３日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
１月１日、１月６日～13 日	 山本組	 ℡ 472-1101
１月14 日～１月20 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
■有明地区
12 月 8 日～ 14 日、30 日	 池崎建設	 ℡ 475-2068
12 月 15 日～ 21 日、31 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
12 月22 日～28 日、１月１日	 西江建設	 ℡ 474-2113
12 月 29 日、１月３日	 有徳設備	 ℡ 475-1596
１ 月 ２ 日 、 １ 月 ４ 日 	 山中水道	 ℡ 474-1440
１月５日～１月 11 日	 有徳設備	 ℡ 475-1596
１月 12 日～１月 18 日	 池崎建設	 ℡ 475-2068
※�水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をされない

と基本料金が発生します。水道使用の予定がない場合は、
中止の手続きをお勧めします。中止されていた水道を再
度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

※道路等で漏水を見つけた時は、水道課へご連絡ください。

水道修繕当番店

　

編
集
後
記

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
２
週
間
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

▼
編
集
後
記
に
「
年
の
瀬
」
に
つ
い
て
書
い
て
か
ら
、

も
う
１
年
経
っ
た
の
か
と
思
う
と
、
ま
さ
に
「
光
陰

矢
の
ご
と
し
」
で
す
。
▼
広
報
を
担
当
す
る
よ
う
に

な
り
、
次
の
３
月
で
丸
２
年
。
こ
れ
だ
け
時
間
の
経

過
を
早
く
感
じ
る
と
、
約
５
キ
ロ
の
成
長
を
見
せ
た

体
重
以
外
に
、
こ
の
２
年
間
で
自
分
は
何
か
成
長
し

て
い
る
の
か
と
、
少
々
不
安
に
思
う
事
も
。
▼
身
体

の
衰
え
は
分
り
易
く
現
れ
て
く
れ
ま
す
。
長
時
間
パ

ソ
コ
ン
の
前
に
座
っ
て
仕
事
を
し
た
と
き
な
ど
は
肩

が
こ
り
、
背
中
が
張
り
、
腰
が
痛
み
ま
す
。
２
、３

年
前
に
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
衰
え
を
、
痛
み
と

共
に
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。
▼
精
神
面
で
の

成
長
が
、
肉
体
的
な
衰
え
に
…
？
だ
と
す
れ
ば
諦
め

も
つ
き
ま
す
が
、
衰
え
て
ば
っ
か
り
だ
と
嫌
だ
な
…
。

来
年
も
今
ま
で
以
上
に
頑
張
り
ま
す
！
（
國
重
）
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✚ 12 月・１月の日曜・祝日当番医 ✚

※�夜間に病気やケガで困ったときは「曽於医師会夜間
急病センター（曽於医師会立病院内 )」までお問い合
わせください。（℡ 482-5899）

※�都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡ 0986-23-
5555）を行っていますのでご活用ください。

１月

12月
15 日 えびはら皮ふ科 （皮膚科） ℡ 478-0370

びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

22 日 手塚クリニック （内科・外科） ℡ 472-5565

はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

23 日 松下医院 （内科・外科） ℡ 472-1124

29 日 びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

山下クリニック （内科・外科） ℡ 487-9001

31 日 山口内科 （内科） ℡ 473-1188

１日 びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

２日 石神診療所 （内科、皮膚科） ℡ 474-0107

３日 はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

５日 井手小児科 （小児科） ℡ 473-3211

みやじクリニック （内科、放、呼、胃） ℡ 471-5000

12 日 えびはら皮ふ科 （皮膚科） ℡ 478-0370

山口内科 （内科） ℡ 473-1188

13 日 松下医院 （内科・外科） ℡ 472-1124

『ふるさと祭り東京 2014』全国ご当地どんぶり選手権
　● 開催日：平成 26年 1月 10 日（金）～ 19日（日）
　● 場所：東京ドーム

「志
しぶしくろぶたざんまいどん

布志黒豚三昧丼」２年連続出場決定！
　

11
月
８
日
～
10
日
の

３
日
間
、
池
袋
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
（
旅

フ
ェ
ア
２
０
１
３
会

場
内
）
で
開
催
さ
れ

た
、
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り

選
手
権
予
選
会
に
志
布

志
黒
潮
隊
（
志
布
志
市

商
工
会
）
が
出
品
し
た

「
志
布
志
黒
豚
三
昧
丼
」

が
、
見
事
予
選
を
突
破

し
、
昨
年
に
続
き
、
東

京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ

る
「
ふ
る
さ
と
祭
り
東

京
２
０
１
４
」（
主
催
：

フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
、
文
化
放
送
、
東
京
ド
ー
ム
・
来
場

予
定
者
数
：
40
万
人
）
へ
本
選
出
場
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

第
５
回
目
と
な
る
今
回
は
、
例
年
以
上
に
多
く
の
出
場
応

募
が
あ
り
、
２
か
所
の
会
場
で
予
選
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り
選
手
権
は
、
全
国
か
ら
集
結
し
た

人
気
の
ど
ん
ぶ
り
が
「
№
１
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り
」
の
座
を
か

け
て
、
昨
年
上
位
５
ど
ん
ぶ
り
と
、
予
選
を
突
破
し
た
10
ど

ん
ぶ
り
で
競
う
、
ふ
る
さ
と
祭
り
東
京
の
目
玉
企
画
で
す
。

　

じ
っ
く
り
煮
込
ん
だ
角
煮
を
贅
沢
に
使
っ
た
「
志
布
志
黒

豚
三
昧
丼
」で
、全
国
に
鹿
児
島
県
産
黒
豚
を
存
分
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
き
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
「
志
布
志
黒
豚
三
昧
丼
」
を
、
関
東
在

住
の
知
人
、
友
人
の
方
へ
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
こ
の
機
会
に

鹿
児
島
の
「
黒
豚
」
を
贅
沢
に
使
っ
た
「
志
布
志
黒
豚
三
昧

丼
」
を
ご
賞
味
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

12 月 20 日 金

21 日 土  

22 日 日

23 日 月

24 日 火

25 日 水

26 日 木

27 日 金

28 日 土

29 日 日

30 日 月

31 日 火  

１月１日 水

２日 木

３日 金

４日 土  二十歳の出航『成人式』※１

５日 日

６日 月

７日 火

８日 水

９日 木

10 日 金  『ふるさと祭り東京 2014』全国ご当地どんぶり選手権（１月 19 日まで ）
11 日 土

12 日 日

13 日 月  第９回志布志ジョガー駅伝競走大会 ※１

志布志市 年末年始イベントカレンダー

　
　
　

ダ
グ
リ
岬
遊
園
地 

冬
休
み
イ
ベ
ン
ト 

※
２（
１
月　

日
ま
で
）

志
布
志
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
３
：
志
布
志
鉄
道
記
念
公
園（
１
月　

日
ま
で
）

13

■お問い合わせ：
　※１　志布志市教育委員会　TEL：472-1111
　※２　ダグリ岬遊園地　　　TEL：473-1061

12 月 31 日～１月１日  ※１

●白鳥神社元旦祭 （23：30 ～ 1：00）

●松山神社元旦祭（23：50 ～ 1：00）

●霧島神社元旦祭（23：50 ～ 0：20）

●早鈴神社元旦祭（23：00 ～ 2：00）

●安楽山宮神社【神舞・千軒太鼓】 
（24：00 ～ 1：30）

13
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12/12 木 １歳６ケ月児健康診査／麻しん風しんⅠ期予防接種（13：00～13：30受付 健康ふれあいプラザ）

13 金
14 土
15 日 こころの健康づくり講演会inそお（9：30～11：30 志布志市文化会館）
16 月

17 火
　法律相談（13：00～15：00 志布志支所５Ｆ会議室）※1

　心配ごと相談（10：00～15：00 老人福祉センター松山）
５歳児歯科検診（13：00～13：30受付 健康ふれあいプラザ）

18 水
　心配ごと相談（10：00～15：00 健康ふれあいプラザ）

３歳児健康診査（13：00～13：30受付 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（13：30～16：30 本庁 保健課窓口）

19 木 　つどいの広場（10：00～12：00 安楽地区公民館）
　行政相談（13：00～16：00 志布志支所５Ｆ会議室）

20 金
　心配ごと相談（10：00～15：00 市民センター有明）

１歳児歯科相談（9：30～10：00受付 宇都鼻研修センター）
育児相談（10：30～12：00 宇都鼻研修センター）

21 土
22 日
23 月 　天皇誕生日
24 火 二種混合予防接種（13：30～13：50受付 有明改善センター）

25 水
　心配ごと相談（10：00～15：00 健康ふれあいプラザ）

二種混合予防接種（13：00～13：30受付 やっちくふれあいセンター）
母子手帳交付（9：30～12：00 松山支所 市民課窓口）

26 木 二種混合予防接種（13：30～14：00受付 健康ふれあいプラザ）
27 金
28 土
29 日
30 月
31 火

１/ １ 水 　元日
2 木
3 金
4 土 　成人式（12：45～受付　13：30～式典　志布志市文化会館）
5 日

6 月
　心配ごと相談（10：00～15：00 市民センター有明）

二種混合予防接種（13：30～13：50受付 有明改善センター）

7 火

　心配ごと相談（10：00～15：00 老人福祉センター松山）
　こころざし経営よろず相談室 無料相談（9：00～17：00 本庁２Ｆ庁議室）※２

両親学級（9：20～9：30受付 健康ふれあいプラザ）
二種混合予防接種（13：30～14：00受付 健康ふれあいプラザ）

8 水
　心配ごと相談（10：00～15：00 健康ふれあいプラザ）

母子手帳交付（13：30～16：30 本庁 保健課窓口）
9 木

10 金 乳児健康診査（13：00～13：30受付 健康ふれあいプラザ）
11 土
12 日
13 月 　成人の日
14 火

15 水
　心配ごと相談（10：00～15：00 健康ふれあいプラザ）

１歳６ケ月児健康診査／麻しん風しんⅠ期予防接種（13：00～13：30受付 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（9：30～12：00 松山支所 市民課窓口）

※	 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※１	 法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡ 472-1111（内線 352）までご連絡ください。
※２	 無料相談は事前予約制になります。企画政策課 ブランド推進室　℡ 474-1111（内線 254）までご連絡ください。
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